
平成23年
9月号

No.078

9

主な内容　p2米の放射性セシウム検出せず！、p3アントラーズ稲
敷市の日、p4-5始まります！公共交通、p6警察署からのお知らせ、
p7-11復興再生ビジョン、p28茨城GG 全国大会出場決定　など

表紙　7月22日、江戸崎の街中に
鳴り響いた稲敷たから音頭。長い
行列が続きました。（関連記事p26）
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（株）鹿島アントラーズFC

DAYS
FRIENDLY TOWN

ANTLERSKASHIMA
1 試合ご優待

稲敷市内に在住、在勤、在学の方を対象に、指定席または
サポーターズシートを1,000円でご優待いたします。ま
た、中学生以下と65歳以上の方、ファンクラブ会員は無
料でご招待いたします。
▽引換開始時間：午後0時30分〜
※事前申込は不要です。当日、チケット引換券および、市
内在住、在勤、在学であることを証明するものを持参の
うえ、下図の稲敷市チケットブースにお越しください。
※指定席は先着順となります。
※チケット引換券は来月号（10月号）に掲載します。

※当日スタジアム内（稲敷市イベント

会場）にて特産品販売や芸能披露など
の稲敷市PR イベントも実施します。
ぜひご参加ください。

2 カシマサッカースタジアム見学ツアー

普段立ち入ることの出来ないインタビュールームや選手
控え室、ピッチサイトなどスタジアム内を鹿島アントラ
ーズFC のスタッフがご案内します！
　また、希望者にはサッカーミュージアム見学も併せて
行っておりますので、ぜひご参加ください。
※サッカーミュージアム見学には別途入館料（大人300

円、小中学生100円）がかかります。
▽対象：市内在住、在勤、在学の方
▽集合場所：スタジアム見学ツアー集合場所（左図参照）

※試合観戦チケットを購入後に集合をお願いします。
▽集合時間：午後1時45分（ツアー所要時間約45分）

▽注意事項：小学生以下のお子様は保護者の方の同伴が
必要となります。
◇ 参加申込 ◇
▽申込日時：9月20日（火）〜10月14日（金）　

　　　　　　午前8時30分〜午後5時
▽必要事項：代表者の氏名、住所、電話番号、参加者氏名
▽申込方法：稲敷市企画課へ電話で申し込む
▽募集人数：先着20人（定員になり次第締切）

鹿島アントラーズFC
フレンドリータウンデイズ

J1リーグ第30節　　VS　ヴィッセル神戸
午後5時 キックオフ （カシマサッカースタジアム）

10月22日（土）

ホームタウンデイズ「行方市の日」も
同時開催! ぜひご参加ください！

稲敷市イベント会場
常陽銀行ゲート 住金ゲート
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「稲敷市の日」
問い合わせ先
稲敷市企画課（江戸崎庁舎）

tel. 029-892-2000（内線2605）
撮影：オフィス・プリマべーラ

会場案内図

▲昨年の「稲敷市の日」イベントの様子

稲敷のお米は
　　　です！

稲敷市の新米から放射性セシウムは「検出せず」

稲
敷
市
で
は
国
の
方
針
に
基
づ
き
、
茨
城
県
に
お
い
て
、
８
月
17
日
か
ら
19
日
ま
で
に

採
取
し
た
市
内
14
か
所
の
新
米
の
放
射
性
物
質
の
検
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、す
べ
て
の
玄
米
か
ら
放
射
性
物
質
は
検
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
結
果
を
も
っ
て
、
稲
敷
市
産
の
新
米
の
安
全
性
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
こ

こ
に「
安
全
宣
言
」を
致
し
ま
す
。

　
生
産
者
の
皆
様
に
は
、
安
心
し
て
出
荷
を
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
消
費
者
の
皆
様

に
は
、安
心
し
て
稲
敷
市
産
の
新
米
を
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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久
克

検査した市内14か所の結果
採取地（旧町村名） 放射性セシウム　（Bq/kg）

セシウム134 セシウム137
江戸崎（江戸崎町・沼里村） 検出せず 検出せず
羽賀（君賀村） 検出せず 検出せず
桑山（高田村） 検出せず 検出せず
信太古渡（鳩崎村） 検出せず 検出せず
戌渡（柴崎村） 検出せず 検出せず
上根本（根本村） 検出せず 検出せず
南太田（太田村） 検出せず 検出せず
浮島（浮島村） 検出せず 検出せず
三次（古渡村） 検出せず 検出せず
四箇（阿波村） 検出せず 検出せず
境島（本新島村） 検出せず 検出せず
脇川（大須賀村） 検出せず 検出せず
佐原組新田（十余島村） 検出せず 検出せず
下須田（伊崎村） 検出せず 検出せず
計14か所

安 全 宣 言

※分析機関：茨城県環境放射線監視センター
※「検出せず」：放射性物質が存在しない、または定量下限 
 　　　値（放射性セシウム20 Bq/kg）未満
※暫定規制値：穀類＝放射性セシウム500 Bq/kg
※旧沼里村は、水田作付面積が少ないため、旧江戸崎町と
合わせた区域としました。

■生産者の皆様へ
安安全性が確認されたことの「証明書」を用意し
ました。また、米の安全性をＰＲするためのシー
ルも作成しました。必要な方は各庁舎総合窓口課
でお受け取りください。（ただし、シールにつきまし

ては枚数に限りがありますので、一般農家の方は10枚

程度でお願いいたします。）
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市内のバス路線を新設・拡充します

公共交通を利用しやすくするため、10月上旬〜中旬（予

定）に、次の路線を開設、路線拡充します。
　①江戸崎総合高校〜ふれあいセンター（新規開設）

　②江戸崎〜古渡経由〜桜川庁舎（路線拡充）

　③江戸崎〜神宮寺経由〜桜川庁舎（路線拡充）

　④桜川庁舎〜本新経由〜アピタ・パルナ（路線拡充）

●稲敷市企画課（江戸崎庁舎）

　☎ 029-892-2000（内線 2603）

守ろう、育てよう 稲敷のバス路線

主な停留所 発着時刻
江戸崎総合高校 6:40 7:37 12:58 15:08 16:10 18:30
江戸崎 6:42 7:39 13:00 15:10 16:12 18:32
角崎坂下 7:06 8:03 13:24 15:34 16:36 18:56
ふれあいセンター 8:05 13:26 15:36 16:38 18:58

江戸崎総合高校　→　ふれあいセンター ふれあいセンター　→　江戸崎総合高校　

主な停留所 発着時刻
ふれあいセンター   9:45 13:30 15:38 17:40 19:00
角崎坂下 7:10   9:47 13:32 15:40 17:42 19:02
江戸崎 7:34 10:11 13:56 16:04 18:06 19:26
江戸崎総合高校 7:36 10:13 13:58 16:06 18:08 19:28

桜川庁舎　→　古渡経由　→　江戸崎

主な停留所 発着時刻
浮島コンビニ前 6:20
桜川庁舎 6:31 7:47 11:00 14:08 16:05 18:00
古渡小前 6:41 7:57 11:10 14:18 16:15 18:10
江戸崎 6:57 8:13 11:26 14:34 16:31 18:26
　↓（江戸崎巡回） ↓ ↓
江戸崎 11:41 14:49

江戸崎　→　古渡経由　→　桜川庁舎

主な停留所 発着時刻
江戸崎 7:05 13:00 15:20 17:00
　↓（江戸崎巡回） ↓ ↓ ↓ ↓
江戸崎 7:20 9:10 13:15 15:35 17:15 18:40
古渡小前 7:36 9:26 13:31 15:51 17:31 18:56
桜川庁舎 7:46 9:36 13:41 16:01 17:41 19:06

主な停留所 発着時刻
江戸崎 10:35 15:20 17:06
　↓（江戸崎巡回） ↓ ↓ ↓
江戸崎 7:10 8:38 10:50 15:35 17:21 18:40
阿波小西口 7:21 8:49 11:01 15:46 17:32 18:51
桜川庁舎 7:35 9:03 11:15 16:00 17:46 19:05
聖苑香澄 11:16

江戸崎　→　神宮寺経由　→　桜川庁舎　

桜川庁舎　→　本新経由　→　アピタ・パルナ

主な停留所 発着時刻
桜川庁舎 6:30   9:40 11:50 14:50 16:05 17:47
本新JA 前 6:47   9:57 12:07 15:07 16:22 18:04
上西代 7:03 10:13 12:23 15:23 16:38 18:20
アピタ・パルナ前 10:15 12:25 15:25 16:40 18:22

アピタ・パルナ　→　本新経由　→　桜川庁舎 

主な停留所 発着時刻
アピタ・パルナ前 10:20 13:30 15:27 17:10 19:00
上西代 7:03 10:22 13:32 15:29 17:12 19:02
本新JA 前 7:19 10:38 13:48 15:45 17:28 19:18
桜川庁舎 7:36 10:55 14:05 16:02 17:45 19:35
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踏
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。
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と
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①江戸崎総合高校〜ふれあいセンター（新規開設） 　　●所要時間：約28分　●運賃上限：180円

②江戸崎〜古渡経由〜桜川庁舎（路線拡充）　　●所要時間：約26分　●運賃上限：270円　

③江戸崎〜神宮寺経由〜桜川庁舎（路線拡充）　　●所要時間：約25分　●運賃上限：270円　

④桜川庁舎〜本新経由〜アピタ・パルナ（路線拡充）　　●所要時間：約35分　●運賃上限：270円

運行便数
　全路線1日６往復（12便）

　※平日、土日ともに同ダイヤで運行予定です。
運賃設定
　全路線共通して最初の3km まで50円、その後600m ご
　とに10円ずつ加算されます。大人、子ども同一料金です。
　※未就学児は無料です。

問合せ：ブルーバス　☎029-894-2505 問合せ：桜東バス　☎0299-79-2799

②江戸崎〜古渡経由〜桜川庁舎線、③江戸崎〜神宮寺経由〜桜川庁舎線の赤文字、青文字で記載されている便は、④桜川庁舎〜
本新経由〜アピタ・パルナ線の赤文字、青文字の便とそれぞれ乗継ぎができます。なお、その際の運賃上限は320円となります。
＜例＞江戸崎から桜川庁舎で乗継ぎをして、アピタ・パルナに行く場合の運賃は320円になります。

主な停留所 発着時刻
聖苑香澄 13:00
桜川庁舎 6:30 7:36 9:03 13:01 16:03 18:00
阿波小西口 6:44 7:50 9:17 13:15 16:17 18:14
江戸崎 6:55 8:01 9:28 13:26 16:28 18:25
　↓（江戸崎巡回） ↓ ↓
江戸崎 9:43 13:41

桜川庁舎　→　神宮寺経由　→　江戸崎　

問合せ：ブルーバス　☎029-894-2505

問合せ：ブルーバス　☎029-894-2505
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′Ｓ 　江戸崎総合高校～ふれあいセンター

　桜川庁舎～本新経由～アピタ・パルナ前

① 　江戸崎～古渡経由～桜川庁舎②

④　江戸崎～神宮寺経由～桜川庁舎③

　江戸崎総合高校～ふれあいセンター①

　江戸崎～神宮寺経由～桜川庁舎③

　江戸崎～古渡経由～桜川庁舎②

　桜川庁舎～本新経由～アピタ・パルナ前④

　既存のバス路線

バス路線図

　バスの側面に貼ってあります。　

このマークが目印です！
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近年、高齢者の交通事故が多発しています。
　ドライバーの方々は夜間の運転などに気をつけて
ください。また、高齢者の方々も反射材などを使用
し、事故防止を図ってください。

●稲敷警察署
☎ 029-893-0110

警察署からのお知らせ
交通事故防止・自動車盗難注意
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し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
反
射
材
な
ど
を
着
用
し

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ

薄
暗
く
な
っ
た
ら
、
早
め
に
ヘ

ッ
ド
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
て
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
対
向
車
や
前
方
に
車

両
な
ど
が
無
い
と
き
は
、
ハ
イ

ビ
ー
ム
を
上
手
に
活
用
し
、
歩

行
者
や
自
転
車
の
早
期
発
見
を

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

歩
行
者
・
自
転
車
利
用
者
の

皆
さ
ん
へ

道
路
の
無
理
な
横
断
は
せ
ず
、

夕
暮
れ
時
や
夜
間
に
外
出
す
る

際
は
、
白
色
な
ど
の
明
る
い
服

装
を
心
が
け
る
と
も
に
、
反
射

タ
ス
キ
な
ど
の
反
射
材
を
有
効

活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

反
射
材
の
着
用
促
進
で

事
故
防
止
を

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
役
員
16

人
が
、
６
月
23
日
に
稲
敷
市
長

お
よ
び
稲
敷
警
察
署
長
か
ら

「
反
射
材
着
用
推
進
リ
ー
ダ
ー

（
キ
ラ
リ
リ
ー
ダ
ー
）」
に
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
５
月
31
日
ま
で
、

自
ら
反
射
材
付
き
の
帽
子
や
チ

ョ
ッ
キ
を
着
用
し
て
事
故
防
止

を
図
る
と
と
も
に
、
老
人
ク
ラ

ブ
会
員
や
地
域
住
民
に
対
し
て

広
く
反
射
材
の
着
用
を
呼
び
か

け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

△反射材着用推進リーダー

自動車盗難が多発

● 短時間の駐車でも、必ずエンジンキーを抜きま
 しょう！
● 防犯カメラの設置は大変有効です！
● 車体の異常を感知する警報機器や、GPS 対応
 位置探査装置を取り付けましょう！

貨物車両（トラック・ダンプなど）や特殊車両（建

設重機・農業用機械など）の盗難が多い。
乗用車…セルシオ、ランドクルーザー、クラ
ウン、ハイエース、プリウス、ワゴンＲなど
貨物車…ダイナ、キャンター、エルフなど

盗難件数（平成22年）
茨城県　2,393件（全国3位）
稲敷市　66件（県内10位）

対策

茨城県の特徴

● 夜間でも、明るい駐車場や警備の行き届いた駐
 車場を利用しましょう！
● 不審者（車）などを発見したら、すぐに110番を
 してください！
※完全施錠、エンジンキーを抜いていても盗まれ
 る場合があります。

稲敷市では、今回の災害からの復旧・復興を積極的に推進するため、「稲
敷市復興再生ビジョン」の策定作業を行っております。
　この度、このビジョンの素案を作成いたしましたので、市民の皆様
からの意見やアイデアなどを募集するパブリックコメントを実施しま
す。皆様のご協力をお願い致します。

●稲敷市秘書広聴課政策審議室（江戸崎庁舎）

☎ 029-892-2000（内線 2400・2402）

皆様の意見やアイデアを募集します！
復興再生ビジョンのパブリックコメント

■
な
ぜ
復
興
再
生
ビ

ジ
ョ
ン
を
作
る
の
か

３
月
11
日
に
発
生
し
た
「
東
日

本
大
震
災
」
は
、
東
日
本
地
域

に
甚
大
な
被
害
を
与
え
ま
し
た
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
市
全
域

に
被
害
が
生
じ
、
特
に
市
の
東

南
部（
東
地
区
）で
は
大
き
な
被

害
を
受
け
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。

　
今
回
の
地
震
は
、
激
し
い
揺

れ
が
継
続
し
た
こ
と
で
、
地
滑

り
や
液
状
化
現
象
を
誘
発
し
、

約
５
０
０
棟
の
建
物
が
全
壊
も

し
く
は
半
壊
し
た
ほ
か
、
道
路

や
上
・
下
水
道
を
は
じ
め
、
農

地
に
お
い
て
は
、
作
付
で
き
な

い
農
地
を
含
め
、
１
０
０
０
ha

に
も
お
よ
ぶ
甚
大
な
被
害
を
受

け
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
伴
い
、
最
大
16
か
所

の
避
難
所
が
開
設
さ
れ
、
一
時

は
他
県
民
の
避
難
者
を
含
む
１

１
９
３
人
の
方
々
が
避
難
を
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
の
事
故
は
、
環
境
汚
染
や

稲
敷
市
復
興
再
生
ビ
ジ
ョ
ン
と
は

健
康
被
害
が
危
惧
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
に
起
因
し
て
、
本
市
に
お

い
て
も
、
農
産
物
の
出
荷
停
止

な
ど
の
実
害
や
風
評
被
害
が
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、

自
ら
が
被
災
者
で
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
避
難
所
で
の
炊
き
出
し

や
震
災
に
よ
る
ガ
レ
キ
撤
去
な

ど
に
協
力
を
惜
し
ま
な
い
方
、

あ
る
い
は
消
防
団
な
ど
が
被
災

現
場
で
支
援
活
動
、
さ
ら
に
は
、

市
外
の
市
町
村
な
ど
か
ら
の
支

援
な
ど
を
含
め
、
様
々
な
「
絆

（
き
ず
な
）」
の
大
切
さ
を
改
め

て
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、「
稲
敷
市
復
興
再
生

ビ
ジ
ョ
ン
」
は
、
稲
敷
市
が
こ

の
よ
う
な
甚
大
な
被
害
か
ら
の

復
旧
、
そ
し
て
復
興
を
成
し
遂

げ
て
い
く
た
め
、
市
民
の
方
々

を
は
じ
め
、
地
域
や
行
政
、
さ

ら
に
は
市
外
の
関
係
機
関
な
ど

と
の「
絆
」を
大
切
に
、市
の
総

力
を
挙
げ
て
、
震
災
前
よ
り
も

さ
ら
に
魅
力
や
活
力
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
て
策
定
す
る

も
の
で
す
。

■
復
興
再
生
ビ
ジ
ョ
ン

の
素
案
を
公
表

こ
の
復
興
再
生
ビ
ジ
ョ
ン
の
策

定
に
あ
た
っ
て
、
た
た
き
台
と

な
る
素
案
を
作
成
し
ま
し
た
。

次
の
ペ
ー
ジ
か
ら（
８
ペ
ー
ジ
か

ら
11
ペ
ー
ジ
ま
で
）
そ
の
概
要
を

掲
載
致
し
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。ま
た
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
各
庁
舎
総
合

窓
口
課
に
は
素
案
の
本
編
を
設

置
し
て
あ
り
ま
す
。

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
：

http://w
w

w
.city.inashiki.

lg.jp/

■
意
見
や
ア
イ
デ
ア
は

こ
ち
ら
ま
で

皆
様
か
ら
の
ご
意
見
や
ア
イ
デ

ア
な
ど
の
提
出
は
左
記
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。

【
提
出
期
限
】

▼
10
月
７
日（
金
）

【
提
出
方
法
】

▼
電
子
メ
ー
ル
：vision@

city.inashiki.lg.jp

▼
フ
ァ
ッ
ク
ス
：
０
２
９
︲

８
９
３
︲
０
３
８
８

※
件
名
は
「
復
興
再
生
ビ
ジ
ョ

ン
の
意
見
」
な
ど
と
記
入
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
提
出
先
】

▼
各
庁
舎
総
合
窓
口
課

（
専
用
の
ポ
ス
ト
に
投
稿
く
だ
さ

い
） 復興再生ビジョンの目標年次

本市の復興にあたっては、復旧・再生、発展を見据え、平成28年度を目標年次とします。

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

復興再生ビジョン

（参考）総合計画

復旧・再生 発 展

前期
基本計画

後期
基本計画
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現在の課題

■被災者の方々の状況や要望などを継続
的に把握し、災害の実情にあったきめ細
やかな対応が求められています。

■液状化による複合的な社会基盤施設の
被害に対し、国等の制度を活用し、早急
な本復旧を推進することが求められてい
ます。

■県内最大の農地等の被害により一層の
農業の衰退が懸念され、迅速な復旧と魅
力ある農業の創出が求められています。

■原発事故による電力不足への対応や農
産物などの風評被害への対策を早急に講
じる必要があります。

■災害の直接的・間接的な影響による地
域産業・地域経済への影響が計り知れな
い状況があります。

■国をはじめ、非常に多くのものが安定
的な電力提供に依存した状況がありまし
た。

■行政を含めて大規模災害の少ない地域
という低い防災意識がありました。

■想定を超える震災等に対して行政だけ
では対応しきれない状況が容易に推測さ
れます。

■ソフト面に配慮した地域づくりととも
に、防災という観点での土地利用やまち
づくりが脆弱な状況がありました。

稲敷市は、自然の実りが溢れんばかりの稲穂が広がる水田をはじめ、
豊かな水辺が数多くあり、都心に近いながらも、これら多くの自然
や古来からの農業をはじめ、まだまだ多くの「ふるさとらしさ」を有
する地域です。
　今回の災害は、市の東南部を中心に、この豊かな故郷の人々の生
活に大きな被害をもたらしたばかりではなく、この豊かな恵みを創
出する農地においても、甚大な被害をもたらしました。
　しかしながら、その一方で、地域の助け合いや市民同士の「絆（き

ずな）」の大切さを、再度実感する契機となったとともに、稲敷市に
住む市民だけでなく、稲敷市に縁のある方々からの励ましや支援を
はじめ、他の機関や自治体などの非常に多くの支援があったことも
事実です。
　そのように多くの方々の助け合いや励ましの大切さとともに、失
ってから実感させられたこの稲敷市のこれまでの営みは、まさに、
被災された方々の「故郷（ふるさと）」そのものであったように思えま
す。
　今後、本市の復興再生にあたっては、みんなで新たな稲敷市を創
造するという意識に基づいて、被災の有無や大小に関わらず、稲敷
市が一丸となって、市民・地域・行政など、それぞれの立場と役割を
認識し、お互いに連携し合って取り組まなければ成し遂げられない
ものです。
　そこで、稲敷市の復興再生にあたっては、稲敷市総合計画に掲げ
る「みんなが住みたい素敵なまち」を目指し、上記の復興再生のスロ
ーガンを掲げ、その実現に向けた様々な取り組みを推進します。

復興再生の理念

スローガン

稲敷市の将来像

みんなが住みたい素敵なまち

故郷“いなしき”の再生と創造

市民生活の再生 産業・経済の再建

災害に強いまちづくりの推進

復興再生の基本目標各基本目標の柱

市の東南部を中心に家屋・農地・生活環境など重複的な
被害が少なくない状況を十分に踏まえ、被災者の生活再
建が早期に図られるよう、実態に即した住宅や生活の再
建支援に取り組むとともに、被災者への心のケアや各種
相談業務の実施など、一日も早い市民生活の再生を図り
ます。

農業の早期再生を図るとともに、産業全体の活性化を推
進し、雇用の創出や失業者への対応に努めます。また、今
回の震災をバネに、従来の産業・経済の課題や問題点を
克服できるような新たな取り組みを仕掛けていくという
積極的な姿勢で取り組み、産業・経済の再建を図ります。

被災状況や災害対応を十分検証し、行政機構やまちづく
りを含め、現行の地域防災計画の見直しを行うとともに、
安全・安心という視点から行政・地域・市民の役割やあ
り方について、住民参画などを前提にきちんと議論し、
それぞれの地域にあった災害に強いまちづくりを推進
します。

Ⅲ . 災害に強いまちづくりの推進

Ⅱ . 産業・経済の再建

Ⅰ . 市民生活の再生住
宅
再
建
の
支
援

被
災
者
の
生
活
支
援

社
会
基
盤
施
設
の
復
旧

地
域
の
産
業
・
経
済
の
再
建
支
援

省
エ
ネ
化
と

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
取
り
組
み

災
害
対
応
の
検
証
と

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
と

多
面
的
な
連
携
強
化

防
災
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

次
世
代
に
つ
な
が
る
農
業
の
再
生
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Ⅰ
市
民
生
活
の

　
再
生

◆
被
災
者
再
建
支
援
制
度
に
よ
る
支
援

金
の
支
給
を
は
じ
め
、
本
市
特
有
の
液

状
化
被
害
に
対
し
て
、
国
等
と
連
携
し

な
が
ら
、
被
災
者
の
方
の
住
宅
再
建
を

支
援
し
ま
す
。

◆
住
宅
の
自
主
再
建
が
困
難
な
方
の
意

向
を
踏
ま
え
、
市
内
の
民
間
住
宅
の
家

賃
の
一
部
助
成
な
ど
を
含
め
、
被
災
者

の
方
々
の
生
活
支
援
を
行
い
ま
す
。

◆
住
宅
の
自
主
再
建
が
困
難
な
方
の
う

ち
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
の
生
活

弱
者
の
方
に
対
し
て
は
、
生
活
実
態
に

即
し
た
住
宅
支
援
を
行
う
た
め
の
提

案
・
相
談
業
務
を
行
い
ま
す
。

◆
被
災
者
の
方
々
に
個
別
の
状
況
調
査

な
ど
を
継
続
的
に
実
施
し
、
被
災
者
ニ

ー
ズ
の
把
握
に
努
め
な
が
ら
、
き
め
細

や
か
な
生
活
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の
創
設
を

◆
一
日
も
早
い
農
地
及
び
農
業
用
施
設
の
復
旧
を
図
り
、

被
害
を
受
け
た
農
業
従
事
者
の
方
々
に
元
気
を
取
り
戻
し

て
も
ら
う
こ
と
を
最
優
先
で
取
り
組
み
ま
す
。

◆
国
や
県
な
ど
の
新
た
な
農
業
被
害
へ
の
支
援
制
度
に

注
視
し
つ
つ
も
、
本
市
の
農
業
被
害
の
実
態
に
即
し
た
市

独
自
の
支
援
制
度
の
創
設
も
視
野
に
、
き
め
細
や
か
な
農

業
支
援
に
努
め
ま
す
。

◆
農
業
へ
の
民
間
企
業
の
参
入
や
農
業
の
大
規
模
化
を
は

じ
め
、農
産
物
の
六
次
産
業
化（
※
１
）や
環
境
農
業（
※
２
）

の
推
進
な
ど
、新
た
な
農
業
施
策
に
着
手
し
、産
業
と
し
て

自
立
し
た
農
業
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

（
※
１
）農
産
物
の
生
産
だ
け
で
な
く
、加
工
・
流
通
・
販
売
な

ど
を
複
合
化
し
、付
加
価
値
を
高
め
る
考
え
方
。

（
※
２
）
土
づ
く
り
な
ど
を
通
じ
て
化
学
肥
料
や
農
薬
を
低
減

し
、環
境
負
荷
に
配
慮
し
た
農
業
生
産
方
式
。

◆
い
わ
ゆ
る
風
評
被
害
等
に
お
け
る
賠
償
請
求
を
速
や

か
に
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
積
極
的
に
放
射
能
検
査
等

に
取
り
組
み
、
消
費
者
に
対
す
る
安
全
・
安
心
な
農
産
物

の
提
供
等
に
努
め
ま
す
。

◆
安
全
性
が
確
認
で
き
て
い
る
農
産
物
に
お
い
て
は
、
そ

の
安
全
性
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
た
め
、農
産
物
直
売
イ
ベ
ン
ト

等
を
開
催
し
て
い
く
と
と
も
に
、
参
加
依
頼
な
ど
の
あ
る

市
外
イ
ベ
ン
ト
等
に
も
積
極
的
に
参
画
を
推
進
し
ま
す
。

◆
市
内
企
業
を
は
じ
め
、
緊
急
的
な
雇
用
機
会
の
創
出
を

図
り
、
災
害
の
影
響
に
よ
り
失
業
さ
れ
た
方
々
へ
の
支
援

に
努
め
ま
す
。

◆
成
田
へ
の
圏
央
道
延
伸
等
を
見
据
え
、「
江
戸
崎
工
業

団
地
」
へ
の
企
業
誘
致
を
積
極
的
に
推
進
し
、
新
た
な
雇

用
創
出
を
は
じ
め
、地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

◆
被
害
の
あ
っ
た
観
光
交
流
施
設
の
復
旧
等
と
と
も
に
、

圏
央
道
の「（
仮
称
）江
戸
崎
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
」の
供
用

開
始
を
見
据
え
た
観
光
交
流
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

◆
震
災
等
の
影
響
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
市
内
企
業
の
支
援

ニ
ー
ズ
の
継
続
的
な
把
握
に
努
め
、
国
や
県
等
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
、市
内
企
業
の
支
援
に
努
め
ま
す
。

◆
新
た
な
産
業
創
出
を
目
標
に
、
関
連
す
る
社
会
動
向
に

注
視
し
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
な
ど
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
地
域
状
況
に
鑑
み
な
が
ら
積

極
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
社
会
動
向
に
注
視
す
る
と
と
も
に
、
国
や
県
等
の
連

携
・
協
力
の
も
と
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
助
成
の
創
設

な
ど
、自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
取
り
組
み
を
促
進
し
ま
す
。

◆
公
共
施
設
等
の
省
エ
ネ
化
・
節
電
へ
の
協
力
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
過
度
の
節
電
に
よ
る
健
康
被
害
の
防
止
に

努
め
ま
す
。

◆
全
庁
的
な
災
害
対
応
状
況
の
収
集
・
整
理
な
ど
に
よ
る
災

害
対
応
の
検
証
を
踏
ま
え
、
行
政
機
構
の
あ
り
方
も
視
野
に
、

早
急
な
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

◆
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
作
業
に
あ
た
っ
て
は
、
通
信
手

段
や
備
蓄
の
あ
り
方
を
は
じ
め
、
行
政
・
地
域
・
市
民
の
役

割
を
協
議
し
な
が
ら
、
今
回
以
上
の
大
災
害
・
重
複
災
害
な

ど
に
も
十
分
対
応
で
き
る
柔
軟
か
つ
明
確
な
防
災
体
制
の
構

築
を
目
指
し
ま
す
。

◆
電
気
・
水
道
・
ガ
ス
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
う
ち
、
市
が
所

管
す
る
唯
一
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
水
道
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
、
給
水
車
両
の
適
正
配
備
な
ど
を
は
じ
め
、
有
事
の
際

の
水
道
・
給
水
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
を
図
り
、
更
な
る
市
民
生

活
の
安
全
・
安
心
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

◆
行
政
・
地
域
・
市
民
の
方
々
が
参
加
す
る
全
市
的
な
防
災

訓
練
の
実
施
を
は
じ
め
、
防
災
記
録
の
継
承
と
活
用
を
図
り
、

防
災
意
識
の
風
化
防
止
に
努
め
ま
す
。

◆
有
事
の
際
に
も
機
能
し
う
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再

生
を
目
指
し
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
普
段
か
ら
の
地
域
コ

Ⅱ
産
業
・
経
済
の
再
建

Ⅲ
災
害
に
強
い

　
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
の
た
め
の
支
援
・
協
力
を
図
り
ま
す
。

◆
地
域
と
行
政
と
の
連
携
・
協
力
を
高
め
る
た
め
、
地
域
の

消
防
団
・
行
政
区
長
・
民
生
委
員
な
ど
と
の
連
携
強
化
と
と

も
に
、
行
政
内
部
に
お
い
て
も
地
域
担
当
な
ど
、
地
域
と
の

連
携
・
協
力
を
最
大
限
支
援
で
き
る
体
制
強
化
を
図
り
ま
す
。

◆
自
助
・
共
助
・
公
助
だ
け
で
な
く
、
他
の
市
町
村
や
市
内

外
の
企
業
及
び
関
係
機
関
と
の
防
災
協
定
等
の
締
結
な
ど
、

「
他
助
」に
よ
る
多
面
的
な
連
携
強
化
を
促
進
し
ま
す
。

◆
防
災
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、
地
域
防
災
計
画
の
見
直

し
と
併
せ
て
、
適
正
な
土
地
利
用
の
誘
導
と
と
も
に
、
防
災

拠
点
と
な
る
公
共
施
設
・
行
政
機
能
の
再
編
を
推
進
し
ま
す
。

◆
被
害
の
著
し
い
地
域
を
中
心
に
、
地
域
の
実
情
等
を
踏
ま

え
、国
や
県
等
と
の
連
携
・
協
力
に
よ
り
、面
的
な
再
生
支
援

を
図
る
と
と
も
に
、
市
内
全
域
で
の
各
地
域
の
ハ
ー
ド
・
ソ

フ
ト
で
の
防
災
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

◆
地
域
の
安
全
・
安
心
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
国
や
県
等
と

連
携
・
協
力
し
、専
門
家
の
地
域
派
遣
を
は
じ
め
、地
域
住
民

の
意
向
や
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
防
災
ま
ち
づ
く
り
や
地
域

住
民
の
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
づ
く
り
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

◆
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
揺
れ
や
す
さ
マ
ッ
プ
な
ど
の
防
災

リ
ス
ク
情
報
と
と
も
に
、
有
事
の
際
に
市
民
の
方
々
が
混
乱

す
る
こ
と
な
く
災
害
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
一
元
化
さ
れ
た

地
域
防
災
情
報
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

図
り
ま
す
。

◆
現
在
あ
る
各
種
減
免
制
度
や
今
後
創

設
さ
れ
る
様
々
な
被
災
者
支
援
の
制
度

な
ど
に
つ
い
て
は
、
速
や
か
な
情
報
の

提
供
と
と
も
に
、
そ
の
周
知
の
徹
底
に

努
め
、
被
災
者
の
生
活
支
援
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

◆
既
に
実
施
し
て
い
る
「
心
の
ケ
ア
相

談
」
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
精
神
的

な
弱
者
と
考
え
ら
れ
る
子
ど
も
達
や
一

人
世
帯
の
高
齢
者
等
に
も
拡
大
し
、
き

め
細
や
か
な
対
応
に
努
め
ま
す
。

◆
新
た
に
設
置
し
た
「
東
日
本
大
震
災

復
旧
連
絡
会
議
」
の
継
続
的
な
開
催
を

は
じ
め
、国
や
県
等
と
連
携
・
協
力
し
、

液
状
化
に
よ
る
複
合
的
な
被
害
を
受
け

た
社
会
基
盤
施
設
（
道
路
・
上
水
道
・
下

水
道
等
）
の
一
日
も
早
い
本
復
旧
を
進

め
ま
す
。

◆
現
在
不
通
の
県
道
等
を
は
じ
め
、
国

や
県
等
の
社
会
基
盤
施
設
に
お
い
て
は
、

所
管
す
る
国
や
県
等
に
対
す
る
要
望
活

動
等
を
継
続
的
に
展
開
し
、
一
日
も
早

い
本
復
旧
に
努
め
ま
す
。

住
宅
再
建
の
支
援

被
災
者
の
生
活
支
援

次
世
代
に
つ
な
が
る
農
業
の
再
生

地
域
の
産
業
・
経
済
の
再
建
支
援

省
エ
ネ
化
と

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
取
り
組
み

災
害
対
応
の
検
証
と

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
と

多
面
的
な
連
携
強
化

防
災
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

社
会
基
盤
施
設
の
復
旧



広報稲敷 平成23年9月号　1213　広報稲敷 平成23年9月号

トピックストピックス

稲
敷
市
災
害
見
舞
金

　

申
請
期
限
の
お
知
ら
せ

３
月
11
日
の
災
害
発
生
時
に
住

民
登
録
が
あ
り
、
り
災
証
明
に

よ
る
住
家
の
被
害
判
定
が
あ
っ

た
世
帯
主
に
対
し
、
支
給
さ
れ

る
災
害
見
舞
金
の
申
請
受
付
の

締
切
日
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
申
請
期
限
日
：
11
月
30
日

（
水
）　
▽
申
請
窓
口
：
各
庁
舎

各
総
合
窓
口
課（
桜
川
庁
舎
は
生

活
環
境
課
）　
▽
必
要
な
も
の
：

印
鑑
、
り
災
証
明
書（
申
請
の
際

提
示
く
だ
さ
い
）、
世
帯
主
の
預

金
通
帳（
振
込
先
確
認
の
た
め
）

■ 

り
災
証
明
書
申
請
期
限

災
害
に
よ
る
住
家
ま
た
は
、
非

住
家
な
ど
の
建
物
の
被
害
を
受

け
た
こ
と
を
公
的
に
証
明
す
る
、

り
災
証
明
の
申
請
受
付
を
締
め

切
り
ま
す
。

▽
申
請
期
限
：
９
月
30
日（
金
）

▽
申
請
窓
口
：
各
庁
舎
総
合
窓

口
課（
桜
川
庁
舎
は
生
活
環
境
課
）

▽
必
要
な
も
の
：
印
鑑　

※
一
部
破
損
に
つ
い
て
は
、
被

害
状
況
が
確
認
で
き
る
写
真
に

よ
り
判
定
し
、
即
日
証
明
を
発

行
し
ま
す
の
で
、
写
真
の
添
付

を
お
願
い
し
ま
す
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
生
活
環
境
課
消
防
交
通

係
（
桜
川
庁
舎
）　
☎
０
２
９
︲

８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線
４

４
０
３
・
４
４
０
４
）

介
護
保
険
料
の
減
免
の
お
知
ら
せ

　
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
方
へ

申
請
に
必
要
な
も
の

申
請
書
・
り
災
証
明
書（
コ
ピ
ー

可
）申

請
窓
口

各
庁
舎
総
合
窓
口
課
（
新
利
根

庁
舎
は
高
齢
福
祉
課
）

申
請
期
限

平
成
24
年
４
月
27
日（
金
）

■ 

注
意
事
項

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
の
方

は
、
減
免
申
請
す
る
こ
と
に
よ

り
普
通
徴
収
（
納
付
書
で
の
納

付
）
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。介

護
保
険
料
の
特
別
徴
収
中
止
に

伴
い
、
国
民
健
康
保
険
税
・
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
お
よ
び

住
民
税
が
特
別
徴
収
の
方
に
つ

い
て
も
、
普
通
徴
収
に
切
り
替

わ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

■ 

そ
の
他

事
業
収
入
な
ど
の
減
少
額
が
、

平
成
22
年
中
に
お
け
る
当
該
事

業
収
入
な
ど
の
額
の
合
計
額
の

10
分
の
３
以
上
で
あ
る
場
合
、

ま
た
は
原
子
力
災
害
対
策
特
別

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し

た
第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以

上
の
方
）
の
介
護
保
険
料
の
減

免
措
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
申
請
が
お
済
み
で
な
い

方
は
、
平
成
24
年
４
月
27
日
ま

で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

対
象
者

被
災
し
た
第
１
号
被
保
険
者
な

ど
の
う
ち
、
住
宅
に
つ
い
て
り

災
証
明
書
で
半
壊
以
上
と
判
定

さ
れ
た
方
。

※
震
災
に
よ
り
生
計
中
心
者
の

著
し
い
収
入
減
が
あ
っ
た
方
に

つ
い
て
も
、
該
当
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■ 

住
宅
の
減
免
割
合

・
全
壊
の
場
合
→
１
０
０
％

・
大
規
模
半
壊
・
半
壊
の
場
合

→
50
％

■ 

対
象
と
な
る
保
険
料

平
成
23
年
度
介
護
保
険
料
（
平

成
23
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
24
年

２
月
29
日
ま
で
の
納
期
限
分
）

■ 

申
請
方
法

措
置
法
に
基
づ
く
指
示
な
ど
に

よ
り
避
難
・
退
避
を
行
っ
て
い

る
場
合
な
ど
、
減
免
の
対
象
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。詳
し

く
は
、
高
齢
福
祉
課
介
護
保
険

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
高
齢
福
祉
課
介
護
保
険

係
（
新
利
根
庁
舎
）　
☎
０
２
９

︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線

３
２
５
４
）

分
別
品
目

①
紙
製
容
器
包
装
、
②
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
、
③
新
聞
、

チ
ラ
シ
、雑
誌
、ダ
ン
ボ
ー
ル
、

④
生
ご
み
の
水
切
り

■ 

生
ご
み
水
切
り
大
作
戦

稲
敷
市
と
美
浦
村
を
合
わ
せ
て

年
間
約
１
９
０
０
０
ト
ン
の
燃

え
る
ご
み
が
排
出
さ
れ
て
い
ま

す
。こ
の
内
の
40
％
～
50
％
が

生
ご
み
で
す
。生
ご
み
の
水
分

量
は
約
80
％
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
年
間
約
７
０
０
０
ト

ン
も
の
水
分
を
燃
や
し
て
い
る

こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　
ま
た
、
生
ご
み
に
含
ま
れ
る

水
分
が
腐
敗
や
悪
臭
の
原
因
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
で

協
力
し
て
住
み
よ
い
街
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
！

生
ご
み
に
含
ま
れ
る
水
分

を
減
ら
す
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

・
ぬ
ら
さ
な
い
＝
料
理
し
な
が

ら
調
理
く
ず
を
水
に
ぬ
ら
さ
な

い
工
夫
を
す
る
こ
と
で
、
生
ご

み
の
水
分
量
を
抑
え
ら
れ
ま
す
。

■ 

新
た
な
ご
み
分
別

江
戸
崎
地
方
衛
生
土
木
組
合
で

は
、
平
成
25
年
度
か
ら
の
新
た

な
ご
み
分
別
実
施
に
向
け
て
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
ご
み
を
出
さ
れ
る

住
民
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ

た
出
し
方
・
収
集
方
法
を
確
立

す
る
た
め
、
指
定
行
政
区
に
ご

協
力
い
た
だ
き
モ
デ
ル
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

　
ご
み
の
再
利
用
・
資
源
化
は
、

欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い
取
り

組
み
で
す
の
で
、
今
後
も
多
く

の
方
々
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

よ
り
良
い
環
境
づ
く
り
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

モ
デ
ル
事
業
実
施
地
区

門
前
第
１
地
区
、
鳩
崎
本
郷
地

区
、太
田
上
地
区
、阿
波
地
区
、

阿
波
崎
地
区
、八
筋
川
地
区

モ
デ
ル
期
間

９
月
１
日
（
木
）
～
平
成
24
年

２
月
29
日（
水
）（
こ
の
う
ち
、
新

た
な
ご
み
分
別
実
施
期
間
は
12
月

１
日
～
２
月
29
日
）

新
た
な
ご
み
分
別
に
向
け
て

　
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
ま
す

・
か
わ
か
す
＝
新
聞
紙
の
上
な

ど
に
広
げ
て
半
日
干
せ
ば
、
75

％
も
水
分
量
が
減
少
し
ま
す
。

・
し
ぼ
る
＝
手
で
し
ぼ
っ
た
り
、

水
切
り
用
具
を
使
う
な
ど
様
々

な
方
法
が
あ
り
ま
す
。

■ 

問
合
せ
先

江
戸
崎
地
方
衛
生
土
木
組
合　

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
８
４

１

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

高
齢
者
を
守
る
た
め
に

■ 

悪
質
商
法

訪
問
販
売
な
ど
で
、
次
の
よ
う

な
誘
い
の
言
葉
を
受
け
た
ら
、

は
っ
き
り
断
り
ま
し
ょ
う
。お

い
し
い
話
に
は
裏
が
あ
り
ま
す
。

・
こ
ん
な
に
お
得
な
の
は
、
今

日
だ
け
で
す
。

・
特
別
、あ
な
た
に
だ
け
で
す
。

・
絶
対
損
は
し
ま
せ
ん（
儲
か
り

ま
す
）。

・
病
気
が
治
り
ま
す
。

■ 

日
常
生
活
で
の
起
き
や

す
い
事
故

本
人
の
注
意
も
必
要
で
す
が
、

周
囲
の
方
の
見
守
り
で
防
げ
る

事
も
沢
山
あ
り
ま
す
。

・
電
動
３
・
４
輪
車
に
よ
る
転

倒
・
追
突
事
故

・
滑
り
や
す
い
風
呂
場
で
の
転

倒・
熱
さ
を
感
じ
に
く
く
な
る
こ

と
が
原
因
で
の
や
け
ど

・
食
品
と
見
間
違
え
る
外
見
の
、

石
鹸
な
ど
の
誤
食

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
被

害
拡
散
防
止
の
た
め
、
契
約
や

悪
質
商
法
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

だ
け
で
は
な
く
、
製
品
に
よ
る

事
故
な
ど
の
情
報
も
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。

■ 

問
合
せ
先

・
稲
敷
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
東
庁
舎
内
）　

☎
０
２
９
９
︲

７
８
︲
３
１
１
５

▽
相
談
日
時
：
月
・
水
・
木
・

金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）　
午
前

９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

・
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
土
、

日
、祝
日
も
つ
な
が
り
ま
す
）　
☎

０
５
７
０
︲
０
６
４
︲
３
７
０

笹本石材（株）創業　　 周年
お陰様で

東　店
稲敷市西代 1202

木曜定休日

営業時間：9：00～18：00

tel.0299-78-3301

鹿嶋本店
鹿嶋市宮中 1-10-10

年中無休

営業時間：9：00～18：00

tel.0299-82-1548

佐原店
香取市佐原ホ 335-3

木曜定休日

営業時間：9：00～18：00

tel.0478-55-1401

さらに 100 年先の安心を提供させて頂きます 国道５１号線

至 竜ケ崎

至 

佐
原

至 

潮
来
市

● 調法寺 様

● 
ガソリンスタンド 様国

道
１
２
５
号
線

東店
水郷大橋

お見積もり・ご相談無料です。
一度ご来店お待ちしております。

・安心の30年保証
・当社特許製品
・最新の建墓、霊園情報〔　　　　　　　  〕

建墓・氏神様・石商品・庭物・門塀
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トピックストピックス

臨
時
職
員
募
集

　
介
護
支
援
専
門
員

▽
職
種
：
介
護
支
援
専
門
員　

▽
採
用
人
員
：
１
人　
▽
申
込

期
限
：
９
月
26
日（
月
）ま
で

▽
申
込
方
法
：
履
歴
書
を
高
齢

福
祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
選
考
方
法
：
書
類
審
査
お
よ

び
面
接　
▽
採
用
期
間
：
６
か

月
（
更
新
あ
り
）　

▽
仕
事
内

容
：
介
護
認
定
審
査
会
事
務
お

よ
び
認
定
調
査　

▽
勤
務
条

件
：
週
５
日
、
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分　
▽
勤
務
場

所
：
高
齢
福
祉
課
（
新
利
根
庁

舎
）　

▽
必
要
資
格
：
介
護
支

援
専
門
員　
▽
賃
金
な
ど
：
１

０
６
０
円（
他
交
通
費
支
給
）

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
高
齢
福
祉
課
介
護
保
険

係
（
新
利
根
庁
舎
）　
☎
０
２
９

︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線

３
２
５
３
）

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

　

筑
波
中
継
局
エ
リ
ア
拡
大
の
お
知
ら
せ

９
月
よ
り
、筑
波
中
継
局（
宝
鏡

山
（
小
田
山
））
の
放
送
エ
リ
ア

が
広
が
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合

の
茨
城
県
域
向
け
の
放
送
が
下

図
の
よ
う
な
範
囲
で
受
信
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
（
エ
リ
ア

内
で
あ
っ
て
も
地
形
や
建
物
な
ど

の
影
響
に
よ
っ
て
電
波
が
遮
ら
れ

る
な
ど
、
視
聴
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
）。

０
０
︲
３
４
３
４（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ

ル
）
／
☎
０
５
０
︲
３
７
８
６

︲
５
０
０
５（
Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
）

▽
受
付
時
間
：
午
前
９
時
～
午

後
８
時　
※
12
月
30
日
午
後
５

時
～
１
月
３
日
は
利
用
で
き
ま

せ
ん
。

市
敬
老
会
を
開
催

　
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
す

日
以
前
生
ま
れ
の
方
）

▽
公
演
出
演
者
（
予
定
）
：
原

田
悠
里
、
鳴
海
聖
子
、
め
お
と

楽
団
ジ
キ
ジ
キ　
※
歌
謡
シ
ョ

ー■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉

係
（
新
利
根
庁
舎
）　
☎
０
２
９

︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線

３
２
５
５
・
３
２
５
６
）

市
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
社
会

に
貢
献
し
た
高
齢
者
の
長
寿
を

お
祝
い
す
る
た
め
、
敬
老
会
を

開
催
し
ま
す
。市
内
在
住
の
75

歳
以
上
の
方
を
ご
招
待
し
て
、

歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
で
日
頃
の
労

を
ね
ぎ
ら
い
ま
す
。

▽
日
時
：
10
月
16
日（
日
）　
午

前
10
時
30
分
～　
▽
場
所
：
江

戸
崎
体
育
館　
▽
招
待
者
：
75

歳
以
上
の
方
（
昭
和
12
年
３
月
31

受付 午前9時30分〜 10時30分
式典 午前10時30分〜 11時15分
昼食・休憩 午前11時15分〜午後0時15分

（芸能発表）

公演 午後0時15分〜 2時15分

敬老会日程　（10月16日）

有
効
期
限
の
あ
る
介
護
保
険
被
保
険
者
証
を
お
持
ち
の
方
へ

　
期
限
を
過
ぎ
て
も
そ
の
ま
ま
認
定
申
請
時
に
利
用
で
き
ま
す

に
保
管
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　
有
効
期
限
欄
に
平
成
23
年
３

月
31
日
と
記
載
の
あ
る
被
保
険

者
証
を
お
持
ち
の
方
で
、
有
効

期
限
の
入
ら
な
い
被
保
険
者
証

の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
方
に
つ

き
ま
し
て
は
、
随
時
現
住
所
へ

お
送
り
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く

稲
敷
市
合
併
時
か
ら
平
成
17
年

11
月
ま
で
に
発
行
し
た
介
護
保

険
被
保
険
者
証
（
水
色
）
に
は
、

有
効
期
限
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
介
護
保
険
法
の
改
正
に

よ
り
、
現
在
は
、
有
効
期
限
の

記
載
は
廃
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
手
持
ち
の
被
保
険
者
証
は
そ

の
ま
ま
有
効
で
す
の
で
、
大
切

だ
さ
い
。な
お
、
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る
方
に
は
、
認
定
時

に
新
し
い
被
保
険
者
証
が
交
付

さ
れ
て
い
ま
す
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
高
齢
福
祉
課
介
護
保
険

係
（
新
利
根
庁
舎
）　
☎
０
２
９

︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線

３
２
５
０
）

放
射
線
測
定

　
空
気
中
や
水
道
水
の
測
定 

市
で
は
、「
市
内
各
所
の
放
射

線
」
と
「
水
道
水
の
放
射
性
物

質
」の
測
定
し
て
い
ま
す
。

　
測
定
値
は
、
稲
敷
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。

測
定
日

平
日
＝
各
庁
舎
駐
車
場

月
曜
日
＝
幼
小
中
学
校

水
曜
日
＝
体
育
施
設
、
保
育
所
、

水
道
水（
隔
週
）

※
測
定
日
な
ど
は
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

参
考

文
部
科
学
省
が
示
し
て
い
る

３
・
８
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト

／
時
を
十
分
に
下
回
っ
て
お
り
、

健
康
に
影
響
の
で
る
レ
ベ
ル
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

各庁舎の空気中測定値（抜粋）

単位：マイクロシーベルト／時

　
受
信
す
る
た
め
に

は
、
特
定
地
域
向
け

の
混
合
器
と
筑
波
中

継
局
向
け
の
ア
ン
テ

ナ
（
垂
直
偏
波
）
を
追

加
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
近
く

の
電
器
店
か
、
左
記

に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
の
受

信
に
関
す
る
技
術
相

談　
☎
０
５
７
０
︲

江戸崎庁舎 新利根庁舎 東庁舎 桜川庁舎
8月25日 0.228 0.263 0.193 0.248 
8月24日 0.273 0.287 0.195 0.273 
8月23日 0.273 0.226 0.171 0.201 
8月22日 0.227 0.241 0.162 0.214 
8月19日 0.193 0.235 0.186 0.249 
8月18日 0.275 0.252 0.182 0.242 
8月17日 0.211 0.332 0.176 0.259 
8月16日 0.299 0.307 0.154 0.201 
8月15日 0.273 0.235 0.231 0.217 
8月12日 0.319 0.264 0.248 0.266 
8月10日 0.275 0.309 0.167 0.279 
8月8日 0.238 0.279 0.223 0.278 
8月4日 0.268 0.240 0.231 0.262 
8月2日 0.197 0.270 0.168 0.246 
7月29日 0.290 0.223 0.206 0.257 
7月27日 0.262 0.262 0.188 0.209 

【営業時間】　午前 9 時 30 分～午後 6 時
【定 休 日】　10 月 11 日（火）
〒300-1412　稲敷市柴崎 9188 番地
TEL.0297-87-7777 

稲 敷 直 売 所
新鮮野菜市場「新米まつりイベントのご案内」

千円以上お買上の方には、抽選で新米 10キロを
プレゼント！（空クジなし）

●９月 18日（日）午前 10時～午後 1時

●当日は楽しいイベントを開催しますので、ぜひ
　ご来店ください！
　９月 16日の折込チラシをお楽しみに！
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就
学
時
健
康
診
断

　
来
年
度
小
学
校
に
入
学
す
る
お
子
さ
ん
へ

市
教
育
委
員
会
で
は
、
来
年
度

の
小
学
校
入
学
児
を
対
象
に
就

学
時
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。

　
対
象
の
家
庭
に
は
、
実
施
日

20
日
頃
前
ま
で
に
通
知
を
送
り

ま
す
の
で
、
該
当
の
小
学
校
で

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
10
月
１
日
以
降
に
市

へ
転
入
さ
れ
た
方
や
、
市
外
へ

転
出
予
定
の
方
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

▽
該
当
者
：
来
年
度
小
学
校
に

入
学
す
る
お
子
さ
ん
（
平
成
17

年
４
月
２
日
～
平
成
18
年
４
月
１

日
に
生
ま
れ
た
方
）

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
学
校
教
育
課
（
新
利
根

庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
３
６
０
０
）

中
学
校
総
合
体
育
大
会

　

関
東
大
会
出
場
決
定

市
内
の
中
学
生
が
、
総
合
体
育

大
会
の
県
大
会
で
優
秀
な
成
績

を
納
め
、
関
東
大
会
の
出
場
が

決
ま
り
ま
し
た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

■ 

江
戸
崎
中
学
校

・
陸
上（
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
、
１
１

０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
）

■ 

新
利
根
中
学
校

・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

・
相
撲

行
政
相
談
週
間

　
め
ざ
そ
う　
住
み
よ
い　
ま
ち
づ
く
り

政
相
談
委
員
が
相
談
を
受
け
つ

け
ま
す
。（
Ｐ
24
心
配
ご
と
等
合

同
相
談
）

■ 

特
設
相
談
所

特
設
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

ご
相
談
は
、
無
料
・
秘
密
厳
守

で
す
。

▽
日
時
：
10
月
17
日（
月
）　
午

後
１
時
30
分
～
４
時　

▽
場

所
：
江
戸
崎
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
パ
ン
プ
２
階　
ま
ち
か

ど
情
報
セ
ン
タ
ー

■ 

問
合
せ
先

・
総
務
省
茨
城
行
政
評
価
事
務

所
行
政
相
談
課　
☎
０
２
９
︲

２
２
１
︲
３
３
４
７

10
月
17
日（
月
）か
ら
23
日（
日
）

は
行
政
相
談
週
間
で
す
。

　
例
え
ば
写
真
の
よ
う
に
、
毎

日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
困
っ
て

い
る
こ
と
、
望
ん
で
い
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。そ
ん
な
時

に
は
、
行
政
相
談
委
員
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■ 

行
政
相
談
所

毎
月
指
定
の
木
曜
日
に
相
談
所

を
開
設
し
て
い
ま
す
。市
の
行

▼江戸崎地区＝正野志津江　☎029-892-2165
▼新利根地区＝池田信正　☎0297-87-2602
▼桜川地区＝太田千鶴子　☎029-894-2105
▼東地区＝飯塚きよ子　☎0299-79-2260

市の行政相談委員

り
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

10
月
18
日（
火
）～
28
日（
金
）（
平

日
の
み
）
に
各
幼
稚
園
へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。後
日
、
面
接

が
あ
り
ま
す
。

※
募
集
案
内
と
入
園
申
請
書
の

市
教
育
委
員
会
で
は
、
各
市
立

幼
稚
園
の
平
成
24
年
度
入
園
児

を
募
集
し
ま
す
。

■ 

申
込
方
法

入
園
申
請
書
（
各
幼
稚
園
、
学
校

教
育
課
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
有

市
立
幼
稚
園
の
入
園
児
募
集

　
来
年
度
の
募
集
案
内

園名 住所 電話 通園範囲
江戸崎幼稚園 稲敷市高田

930番地1 029-893-0840 江戸崎、君賀、沼里、
鳩崎、高田小学校区

新利根幼稚園 稲敷市上根本
3301番地 0297-87-3177 根本、柴崎、太田小学

校区
桜川幼稚園 稲敷市古渡

305番地 029-894-2013 阿波、浮島、古渡小学
校区

みのり幼稚園 稲敷市結佐
2534番地8 0299-78-2116 あずま南、あずま東、

新東小学校区
ゆたか幼稚園 稲敷市福田

1169番地 0299-79-1416 あずま北、あずま西小
学校区

市立幼稚園一覧

対
象
者
へ
の
個
別
通
知

は
行
い
ま
せ
ん
。

※
申
込
者
が
多
数
と
な

っ
た
場
合
は
公
開
で
抽

選
に
な
り
ま
す
。

■ 

入
園
資
格

市
内
在
住
者
の
幼
児

１
年
保
育（
５
歳
児
）

平
成
18
年
４
月
２
日
～

19
年
４
月
１
日
生
ま
れ

２
年
保
育（
４
歳
児
）

平
成
19
年
４
月
２
日
～

20
年
４
月
１
日
生
ま
れ

３
年
保
育（
３
歳
児
）

平
成
20
年
４
月
２
日
～

21
年
４
月
１
日
生
ま
れ

※
集
団
生
活
す
る
に
あ

た
り
介
助
を
必
要
と
す

る
幼
児
は
、
保
護
者
の

付
き
添
い
を
お
願
い
す

■問い合せ先
稲敷市須賀津1872-6（聖苑香澄内）☎029-840-6133

　
聖苑香澄での お料理とお飲み物は
売店で お取扱いしております。

協同組合 聖苑香澄売店
寝たきり
ゼロ作戦を
応援します

ただいま
無料体験マッサージ受付中！
お気軽にどうぞ

ご存知ですか？
健康保険で在宅マッサージ
が受けられます！

● 龍ケ崎事業所（オリエンタル治療院）
● 稲敷事業所　 （オリエンタル稲敷）
● 取手事業所　 （オリエンタル取手）

〈茨城県〉

〒301-0041　茨城県龍ケ崎市若柴町 2188-9
tel.0297-65-0985   fax.0297-65-3323  携帯 .090-6548-4321 

オリエンタル有限会社

所属：全国保険鍼灸連合会会員　茨城NPO全国鍼灸マッサージ協会会員
お問合せ、ご相談などお気軽にご連絡ください。

マッサージ師募集

・
行
政
苦
情
１
１
０
番（
相
談
専

用
電
話
）　

☎
０
５
７
０
︲
０

９
０
１
１
０

・
稲
敷
市
総
務
課（
江
戸
崎
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
２
２
０
４
）

➡ アスファルト修理を敷石に改善
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
学
校
教
育
課
（
新
利
根

庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
３
６
０
２
）

健康診断日程表
江戸崎小学校　　10月21日（金） 阿波小学校　　　　10月3日（月）
君賀小学校　　　10月28日（金） 浮島小学校　　　　10月25日（火）
沼里小学校　　　10月14日（金） 古渡小学校　　　　10月4日（火）
鳩崎小学校　　　10月18日（火） あずま南小学校　　10月5日（水）
高田小学校　　　10月31日（月） あずま東小学校　　10月24日（月）
根本小学校　　　10月11日（火） 新東小学校　　　　11月1日（火）
柴崎小学校　　　11月4日（金） あずま北小学校　　10月26日（水）
太田小学校　　　10月13日（木） あずま西小学校　　10月17日（月）

結婚相談開催！無料

結婚
相談
結婚
相談 みつばみつば ☎0299-79-3855

潮来ラ•ラ•ルー  正面入口横
9/18・279/18・27日 火
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トピックストピックス

国
民
年
金
保
険
料

　

収
納
業
務
を
民
間
委
託
に（
市
場
化
テ
ス
ト
）

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年

金
保
険
料
が
納
め
忘
れ
と
な
っ

て
い
る
方
に
対
す
る
「
電
話
や

文
書
、
戸
別
訪
問
に
よ
る
納
付

督
励
や
保
険
料
の
収
納
業
務
」

に
つ
い
て
、
民
間
委
託
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、「
競
争
の
導
入
に

よ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
改
革
に

関
す
る
法
律
」
に
基
づ
い
て
、

従
来
官
公
庁
が
行
っ
て
き
た
事

業
に
お
い
て
民
間
事
業
者
の
参

入
機
会
を
拡
げ
、
民
間
事
業
者

の
創
意
工
夫
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活

用
に
よ
り
、
低
コ
ス
ト
で
よ
り

良
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指

す
「
市
場
化
テ
ス
ト
事
業
」
と

し
て
導
入
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
市
場
化
テ
ス
ト
事
業
者
に
は
、

個
人
情
報
保
護
の
管
理
を
徹
底

し
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
土
浦

年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ

英語を習ってみませんか  
　　　　　　ENGLISH IS THE FUTUREＩ♥ ENGLISH

・すぐにできる会話
・受験・留学・海外旅行
 転職・第2の人生の準備
・情報収得（英語のネット・新聞）
・学校教員のスキルアップ講習

・学生からシニアまで
 障害のある方、赤ちゃん連れのお母様も
 大歓迎（ご自宅でも可能）
・国際交流のリラックスタイム（日本語O.K）
・その他、翻・通訳も承ります。

江戸崎外国語センター（ドリス）　tel.029-892-3526　http://dn-en.jp

昼間のフリーチケット＝￥20,000から（10回×60分）
体験学習からお気軽にどうぞ。詳細はお問い合わせください。

耕
作
放
棄
地
再
生
利
用
対
策

　

耕
作
放
棄
地
を
活
用
す
る
取
り
組
み
を
支
援

■ 

耕
作
放
棄
地
再
生
作
業
・

土
づ
く
り

耕
作
放
棄
地
の
再
生
作
業
（
障

害
物
除
去
、
深
耕
、
整
地
な
ど
）や

土
づ
く
り
（
肥
料
・
堆
肥
投
入
な

ど
）
を
実
施
し
た
場
合
に
、
助

成
さ
れ
ま
す
。

助
成
額

８
万
５
５
０
０
円
／
10
ａ

（
内
訳
＝
国
費 

５
万
円
／
10
ａ
、

県
費 

２
万
７
５
０
０
円
／
10
ａ
、

市
費 

８
０
０
０
円
／
10
ａ
）

※
重
機
な
ど
を
使
用
す
る
場
合

は
事
業
費
の
２
分
の
１
以
内
の

範
囲
で
交
付

■ 

営
農
定
着

・
再
生
し
た
農
地
に
、
農
業
者

戸
別
所
得
補
償
制
度
の
支
援
対

象
外
の
作
物
（
野
菜
な
ど
）
を
作

付
け
る
場
合
は
、
次
の
額
も
交

付
さ
れ
ま
す
。

交
付
単
価
＝
２
万
５
０
０
０
円

／
10
ａ（
国
費
）

・
再
生
し
た
農
地
に
、
新
規
作

物
の
作
付
け
を
し
た
場
合
の
種

子
代
と
し
て
、
次
の
額
が
交
付

さ
れ
ま
す
。

交
付
単
価
＝
５
０
０
０
円
以
内

／
10
ａ
（
市
費
）　
※
補
助
率
＝

種
子
代
の
２
分
の
１
以
内

■ 

対
象
・
要
件
な
ど

・
農
業
委
員
会
が
実
施
し
た
、

耕
作
放
棄
地
全
体
調
査
に
よ
り

把
握
し
て
い
る
農
振
農
用
地
内

の
耕
作
放
棄
地
が
対
象
で
す
。

・
再
生
作
業
お
よ
び
土
づ
く
り

の
総
費
用
が
10
万
円
以
上
の
場

合
に
限
り
ま
す
。

・
原
則
と
し
て
、
耕
作
者
へ
の

５
年
間
以
上
の
利
用
権
設
定
な

ど
が
必
要
で
す
。

■ 

対
象
期
間

平
成
25
年
度
ま
で（
た
だ
し
、
平

成
24
年
度
に
は
助
成
内
容
が
変
更

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

※
耕
作
放
棄
地
対
策
協
議
会
を

通
さ
ず
に
実
施
し
た
も
の
は
、

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

稲
敷
市
耕
作
放
棄
地
対
策
協
議

会
事
務
局
（
稲
敷
市
農
政
課
農
政

企
画
係
内
）（
東
庁
舎
）　
☎
０
２

９
９
︲
７
８
︲
３
３
８
５
、
fax

０
２
９
９
︲
７
８
︲
３
３
９
８

＊移動火葬車でご自宅で火葬できます。
＊個別葬・合同葬、承ります。
＊個別葬の場合は、共同納骨・自宅供養を選択できます。

株式会社 Ｋ-クリエイト

♥ ペットの移動火葬 ♥

稲敷市江戸崎甲2757
tel.029-828-6688

～大切な家族の旅立ちに～～大切な家族の旅立ちに～

災
害
に
対
す
る
義
援
金
な
ど

　

ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

東
日
本
大
震
災
に
対
し
て
、
た

く
さ
ん
の
皆
様
か
ら
義
援
金
や

市
に
対
す
る
寄
附
金
、
そ
れ
に

心
温
ま
る
ご
支
援
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■ 

稲
敷
市 

災
害
復
旧
等
対

策
に
係
る
義
援
金

１
８
５
件
／
１
０
９
６
万
８
９

６
７
円（
８
月
22
日
現
在
）

■ 

稲
敷
市 

災
害
復
旧
等
対

策
に
係
る
寄
附
金

24
件
／
３
４
８
万
１
４
４
８
円

（
８
月
22
日
現
在
）

■ 

日
本
赤
十
字
社 

東
日
本

（
東
北
関
東
）大
震
災
義
援
金

１
２
３
件
／
４
５
５
万
３
６
０

８
円（
８
月
22
日
現
在
）

公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
サ
ー
ビ
ス

　

江
戸
崎
庁
舎
・
図
書
館
で
開
始
し
ま
す

稲
敷
市
図
書
館
お
よ
び
市
役
所

江
戸
崎
庁
舎
に
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ

Ｎ
サ
ー
ビ
ス「
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｅ 

Ｓ
Ｐ

Ｏ
Ｔ
」
を
導
入
し
ま
し
た
。モ

バ
イ
ル
Ｐ
Ｃ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
快
適
に
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
の
貸
し
出

し
も
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。無

料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

※
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｅ 

Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｔ
と
は
、

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
環
境
を

開
放
し
、
自
由
に
使
っ
て
い
た

だ
け
る
エ
リ
ア
・
サ
ー
ビ
ス
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。

■ 

利
用
可
能
日

・
江
戸
崎
庁
舎
＝
開
庁
日
の
午

前
９
時
～
午
後
５
時

・
図
書
館
＝
開
館
日
の
開
館
時

間■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
企
画
課
情
報
政
策
係

（
江
戸
崎
庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲

８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線
２

６
０
６
）

住
ま
い
の
耐
震
診
断（
無
料
）

　

木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
派
遣
事
業

市
で
は
、「
安
心
・
安
全
で
無
駄

の
な
い
快
適
な
ま
ち
を
つ
く
ろ

う
」
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、

大
地
震
に
よ
る
家
屋
倒
壊
被
害

を
防
ぐ
た
め
、
平
成
22
年
度
か

ら
平
成
27
年
度
ま
で
「
木
造
住

宅
耐
震
診
断
士
派
遣
事
業
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。木
造
住
宅

耐
震
診
断
士
が
、
目
視
や
聞
き

取
り
に
よ
る
診
断
を
行
い
耐
震

補
強
が
必
要
か
ど
う
か
を
判
定

し
ま
す
。

▽
対
象
住
宅
：
昭
和
56
年
５
月

31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
木
造

住
宅
（
持
ち
家
） 　

▽
募
集
件

数
：
20
戸 　

▽
診
断
費
用
：

無
料　
▽
募
集
期
限
：
11
月
11

日（
金
）ま
で　
▽
申
込
書
配
布

お
よ
び
申
請
先
：
各
庁
舎
総
合

窓
口
課（
東
庁
舎
は
都
市
計
画
課
）

■ 

注
意
事
項

・
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
半

壊
以
上
の
判
定
を
受
け
て
い
な

い
も
の
が
対
象
で
す
。

・
耐
震
補
強
の
施
工
方
法
な
ど

精
密
診
断
は
対
象
外
で
す
。

・
悪
質
な
業
者
の
勧
誘
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

・
市
が
派
遣
決
定
通
知
を
受
け

取
ら
れ
た
方
以
外
の
お
宅
に
耐

震
診
断
士
を
派
遣
す
る
こ
と
は

一
切
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、
派

遣
さ
れ
た
耐
震
診
断
士
は
、
営

業
活
動
を
行
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
都
市
計
画
課
（
東
庁
舎
）

☎
０
２
９
９
︲
７
８
︲
３
３
８

７

市では、「広報稲敷」と「ホームページ」に掲載
する有料広告を募集します。会社やお店など
の広告を掲載してみませんか？

▽広報紙（1回）：1枠＝2万円／半枠＝1万円
▽ホームページ（1か月）：1万円

広告募集

●稲敷市秘書広聴課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線 2610）

く
だ
さ
い
。

■ 

市
場
化
テ
ス
ト
受
託
事

業
者（
平
成
23
年
４
月
１
日
現
在
）

ア
イ
・
シ
ー
・
ア
ー
ル　
バ
ッ

ク
ス
グ
ル
ー
プ
共
同
企
業
体

■ 

問
合
せ
先

・
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ　

hph
ttp

://w
w

w
.

nenkin.go.jp/

・
土
浦
年
金
事
務
所　
☎
０
２

９
︲
８
２
４
︲
７
１
２
１

・
稲
敷
市
保
険
課
年
金
係（
桜
川

庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
４
６
１
３
）
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（
注
意
：
あ
ず
ま
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

▽
日
時
：
10
月
21
日（
金
）～
23

日（
日
）　
午
前
10
時
～　
▽
場

所
：
県
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
土
浦
駅
前
ウ
ラ
ラ
ビ
ル
５
階
）　

▽
入
場
：
無
料

■
古
本
・
古
雑
誌
な
ど
の
ご
寄

贈
の
お
願
い

県
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、

上
記
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
古

本
・
古
雑
誌
な
ど
の
無
料
配
布

を
行
い
ま
す
。ご
家
庭
で
読
み

終
わ
っ
た
本
・
雑
誌
・
マ
ン
ガ

や
使
っ
て
い
な
い
Ｃ
Ｄ
・
ビ
デ

オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
当
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
寄

贈
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

●
県
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

☎
０
２
９
︲
８
２
６
︲
１
１
０

１
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

あ
な
た
の
技
術
や
経
験
を
活
か

し
て
、
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
ま
ず
は
、
無
料
説
明
会
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ス

東
日
本
大
震
災
救
援

コ
ン
サ
ー
ト

被
災
さ
れ
た
皆
様
へ
の
心
か
ら

の
応
援
を
、
音
楽
を
通
し
て
お

届
け
し
た
い
と
思
い
ま
す
。江

戸
崎
中
学
校
吹
奏
楽
部
も
演
奏

す
る
予
定
で
す
。ま
た
、
募
金

活
動
も
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
日
時
：
９
月
25
日（
日
）　
午

後
１
時
30
分
～　
▽
会
場
：
江

戸
崎
公
民
館　
大
ホ
ー
ル

●
東
日
本
大
震
災
救
援
チ
ャ
リ

テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会

（
担
当
：
山
本
）　

☎
０
２
９
７

︲
８
７
︲
２
６
４
３

陸
上
自
衛
隊
武
器
学
校

記
念
行
事

陸
上
自
衛
隊
武
器
学
校
で
は
、

駐
屯
地
開
設
59
周
年
記
念
行
事

を
実
施
し
ま
す
。

▽
日
時
：
10
月
２
日（
日
）　
午

前
９
時
30
分
～
午
後
３
時　
▽

場
所
：
陸
上
自
衛
隊 

武
器
学

校　
▽
催
し
物
な
ど
：
記
念
式

典
、装
備
品
展
示
、体
験
試
乗
、

ち
び
っ
こ
広
場
、
各
種
イ
ベ
ン

ト　

▽
そ
の
他
：
荒
天
時
は
、

内
容
を
一
部
中
止
・
変
更
す
る

場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。ペ
ッ
ト

連
れ
で
の
来
場
は
、
ご
遠
慮
願

い
ま
す
。

●
陸
上
自
衛
隊　
武
器
学
校　

広
報
班　
☎
０
２
９
︲
８
８
７

︲
１
１
７
１

県
立
美
浦
養
護
学
校

運
動
会
の
お
知
ら
せ

第
17
回
茨
城
県
立
美
浦
養
護
学

校
運
動
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
児
童
生
徒
が
、
毎
日
一
生
懸

命
に
練
習
し
た
成
果
を
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
：
10
月
１
日（
土
）　
午

前
９
時
20
分
～　
（
雨
天
順
延
：

２
日
（
日
））　

▽
場
所
：
県
立

美
浦
養
護
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

●
県
立
美
浦
養
護
学
校　

http://w
w

w
.m

iho-sh.
ed.jp県

南
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

県
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
活

動
し
て
い
る
学
習
団
体
が
、
ダ

ン
ス
・
演
劇
・
音
楽
・
絵
画
・
書

道
・
お
花
な
ど
日
頃
の
学
習
成

果
を
発
表
す
る
祭
典
で
す
。

タ
ッ
フ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ｏ
Ｂ・

Ｏ
Ｇ
が
質
問
・
相
談
に
応
じ
ま

す
。事
前
申
込
不
要
、
途
中
入

退
室
可
。

■
10
月
２
日（
日
）

▽
時
間
：
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
＝
午
後
１
時
～
３
時
30

分
／
青
年
海
外
協
力
隊
＝
午
後

４
時
30
分
～
７
時　
▽
会
場
：

イ
ー
ア
ス
つ
く
ば
２
階
イ
ー
ア

ス
ホ
ー
ル
Ｃ

■
10
月
15
日（
土
）

▽
時
間
：
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
＝
午
前
10
時
～
午
後
０

時
30
分
／
青
年
海
外
協
力
隊
＝

午
後
２
時
～
４
時
30
分　
▽
会

場
：
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
筑
波　
管
理
棟

３
階
講
義
室
１

●
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
筑
波　
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
事
業　
☎
０
２
９
︲
８
３

８
︲
１
７
７
４

龍
ケ
崎
地
方
家
族
会

月
例
会

家
族
の
中
に
精
神
障
害
の
子
ど

も
を
持
つ
父
母
、
兄
弟
が
集
ま

っ
て
、
毎
月
１
回
「
家
族
を
支

え
る
会
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
「
支
え
る
会
」
は
家
族
や
親

族
お
よ
び
関
連
す
る
行
政
機
関

の
方
だ
け
が
参
加
で
き
る
会
で

す
。病
気
や
福
祉
制
度
に
つ
い

て
の
勉
強
の
ほ
か
、
安
心
し
て

悩
み
を
話
し
合
い
、
多
く
の
意

見
が
聞
け
ま
す
。

　
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で

す
の
で
、
初
め
て
参
加
さ
れ
る

方
も
ぜ
ひ
気
軽
に
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

▽
日
時
：
10
月
１
日（
土
）　
午

後
１
時
30
分
～
３
時
30
分　
▽

場
所
：
龍
ケ
崎
市
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
龍
ケ
崎
市
川
原
代
町
５

０
１
４
）

●
龍
ケ
崎
地
方
家
族
会
（
担

当
：
長
瀬
）　
☎
０
９
０
︲
５
４

２
５
︲
２
２
３
６

認
知
症
の
家
族
を

介
護
し
て
い
る
皆
様
へ

公
益
社
団
法
人
「
認
知
症
の
人

と
家
族
の
会
」
は
31
年
前
に
結

成
さ
れ
、
全
国
に
１
万
人
の
会

員
が
お
り
ま
す
。認
知
症
に
な

っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社

会
の
実
現
を
希
求
す
る
た
め

様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
茨
城
県
支
部
の
主
な
活
動
は

介
護
家
族
の
交
流
会
「
つ
ど

い
」、電
話
相
談
、会
報
の
発
行

で
す
。あ
な
た
も
家
族
の
会
の

仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

■
つ
ど
い

▽
日
時
：
第
１
金
曜
日　
午
後

１
時
～
３
時　
▽
会
場
：
つ
く

ば
市
役
所
大
穂
庁
舎
内
事
務
所

■
電
話
相
談

▽
日
時
：
毎
週
月
～
金
曜
日　

正
午
～
午
後
４
時

●
公
益
社
団
法
人　
認
知
症
の

人
と
家
族
の
会
茨
城
県
支
部　

☎
０
２
９
︲
８
７
９
︲
０
８
０

８
歯
に
関
す
る

８
０
２
０
講
演
会

▽
日
時
：
10
月
２
日（
日
）　
午

前
11
時
～　
▽
場
所
：
江
戸
崎

公
民
館　

▽
入
場
料
：
無
料

（
事
前
申
込
不
要
）

■
内
容

・
午
前
11
時
～
正
午

「
噛
む
と
い
う
こ
と
と
全
身
の

健
康
と
の
関
係
」
講
師
：
山
田

知
範
（
や
ま
だ
歯
科
医
院
長
）
／

「
歯
周
病
撃
退
法
～
病
気
に
負

け
な
い
お
口
づ
く
り
～
」
講

師
：
栗
原
加
奈（
け
や
き
歯
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
・
歯
科
衛
生
士
）

・
正
午
～
午
後
１
時
30
分

「
歯
の
再
生
！
あ
れ
こ
れ
聞
き

た
い
虫
歯
予
防
」
講
師
：
河
合

竜
志
（
け
や
き
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長
）

・
午
後
１
時
30
分
～
３
時

「
お
い
し
く
、楽
し
く
、美
し
く

す
る
摂
食
機
能
の
実
力
」
講

師
：
植
田
耕
一
郎
（
歯
学
博
士
）

※
こ
ち
ら
の
講
演
会
は
、
稲
敷

市
介
護
予
防
研
修
会
を
兼
ね
て

い
ま
す
。

●
う
え
だ
歯
科
医
院　
☎
０
２

９
︲
８
９
２
︲
７
３
５
５

免
疫
力
に
つ
い
て
の

講
演
会

「
免
疫
力
を
高
め
て
健
康
な
心

と
体 

ー
学
ぼ
う
・
語
ろ
う
・
聞

い
ち
ゃ
お
う
ー
」
と
題
し
、
講

師
の
安
保
徹
先
生
と
、
対
話
を

通
じ
て
免
疫
に
関
す
る
疑
問
な

ど
を
解
消
し
、
免
疫
力
に
つ
い

て
み
ん
な
で
学
び
ま
す
。

▽
日
時
：
10
月
２
日（
日
）　
午

後
１
時
30
分
～　
▽
場
所
：
龍

ケ
崎
市
文
化
会
館（
龍
ケ
崎
市
馴

馬
町
２
６
１
２
）　
▽
参
加
費
：

１
０
０
０
円
～　

▽
申
込
方

法
：
下
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

informationくらしと情報

●
安
保
徹
先
生
講
演
会
を
成
功

さ
せ
る
会
（
竹
屋
陶
板
浴
内
）　

☎
０
２
９
７
︲
６
４
︲
３
７
２

６
障
害
者
就
職
面
接
会

10
月
６
日（
木
）

障
害
者
就
職
面
接
会
を
開
催
し

ま
す
。参
加
を
希
望
さ
れ
る
方・

求
人
者
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
：
10
月
６
日（
木
）　
午

後
１
時
～
３
時
30
分　

▽
場

所
：
ホ
テ
ル
マ
ロ
ウ
ド
筑
波

（
土
浦
市
城
北
町
２
︲
２
４
）

●
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
龍
ケ
崎　
☎

０
２
９
７
︲
６
０
︲
２
７
２
７

就
職
力

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

県
で
は
、
正
社
員
を
目
指
す
若

者
の
就
職
に
必
要
な
基
礎
能
力

の
向
上
を
支
援
す
る
た
め
、「
就

職
力
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
」

を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
：
10
月
４
日（
火
）～
12

日（
水
）　
※
土
、
日
、
祝
日
を

除
く
６
日
間　
午
前
９
時
30
分

～
午
後
４
時
30
分　
▽
場
所
：

県
土
浦
合
同
庁
舎（
土
浦
市
真
鍋

５
︲
１
７
︲
２
６
）　

▽
対
象

者
：
概
ね
40
歳
未
満
の
方
（
学

生
は
除
く
）　
▽
定
員
：
20
人　

▽
参
加
費
：
無
料　
▽
申
込
方

法
：
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ス
に
電
話

で
申
し
込
む

●
株
式
会
社
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ス

☎
０
２
９
︲
２
１
２
︲
３
３
０

５
ラ
イ
タ
ー
販
売
規
制

事
故
や
火
災
を
防
止

子
ど
も
の
ラ
イ
タ
ー
遊
び
に
よ

る
事
故
や
火
災
を
防
ぐ
た
め
、

９
月
27
日（
火
）よ
り
、
Ｐ
Ｓ
Ｃ

マ
ー
ク
が
表
示
さ
れ
て
い
な
い

使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
な
ど
は
原

則
と
し
て
販
売
が
禁
止
さ
れ
ま

す
。

　
な
お
、
Ｐ
Ｓ
Ｃ
マ
ー
ク
が
つ

い
た
ラ
イ
タ
ー
で
あ
っ
て
も
、

子
ど
も
に
は
触
れ
さ
せ
ず
、
手

の
届
か
な
い
と
こ
ろ
に
保
管
し

ま
し
ょ
う
。

●
県
生
活
文
化
課　
☎
０
２
９

︲
３
０
１
︲
２
８
２
８

屋
根
工
事

墜
落
災
害
注
意

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
破
損
し

た
屋
根
の
補
修
中
に
、
屋
根
か

ら
の
墜
落
災
害
が
多
発
し
て
い

ま
す
。屋
根
上
で
作
業
す
る
際

は
、
墜
落
防
止
対
策
を
お
願
い

し
ま
す
。

・
足
場
を
設
置
す
る
。ま
た
は
、

親
綱
を
張
り
、
安
全
帯
を
使
用

す
る
。

・
は
し
ご
は
転
倒
し
な
い
よ
う

に
固
定
す
る
。

・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
て
、

あ
ご
ひ
も
を
締
め
る
。

●
龍
ヶ
崎
労
働
基
準
監
督
署　

☎
０
２
９
７
︲
６
２
︲
３
３
３

１
行
政
書
士

無
料
相
談
会

事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

▽
日
時
：
９
月
25
日（
日
）　
午

後
１
時
～
５
時　
▽
会
場
：
江

戸
崎
公
民
館　
▽
相
談
内
容
：

相
続
や
遺
言
に
関
す
る
こ
と
、

法
人
設
立
お
よ
び
営
業
許
可
に

関
す
る
こ
と
、
外
国
人
ビ
ザ
・

永
住
・
帰
化
に
関
す
る
こ
と
、

契
約
書
作
成
な
ど

●
茨
城
県
行
政
書
士
会
県
南
支

部　
☎
０
２
９
７
︲
９
５
︲
１

８
７
７
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硬
式
テ
ニ
ス
大
会

参
加
者
募
集

稲
敷
市
秋
季
硬
式
テ
ニ
ス
大
会

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。詳

細
は
、
市
硬
式
テ
ニ
ス
連
盟
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、Ｅ
メ
ー
ルinashikitenisu

@
yahoo.co.jp

で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
：
11
月
６
日
（
日
）　

（
予
備
日
：
11
月
13
日（
日
））　
午

前
８
時
30
分
～（
受
付
開
始
）
／

午
前
９
時
（
開
会
）　
▽
種
目
：

ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス　
32
ペ
ア

▽
会
場
：
桜
川
総
合
運
動
公
園

テ
ニ
ス
コ
ー
ト（
オ
ム
ニ
コ
ー
ト

４
面
）　

▽
参
加
資
格
：
セ
ミ

オ
ー
プ
ン
（
制
限
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
）　

▽
参

加
料
：
１
ペ
ア
２
０
０
０
円　

▽
試
合
方
法
：
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

方
式（
コ
ン
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
有
り
）

▽
申
込
期
間
：
10
月
３
日（
月
）

午
前
９
時
～
10
月
27
日（
木
）午

後
４
時　
※
必
着

●
硬
式
テ
ニ
ス
連
盟　
☎
０
２

９
︲
８
９
２
︲
７
６
４
３
（
長

濵
）
／
☎
０
９
０
︲
２
７
３
１

︲
４
４
０
９（
坂
本
）

キ
ッ
ズ
☆

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ

第
２
回
キ
ッ
ズ
☆
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。

　
キ
ッ
ズ
☆
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ

ッ
プ
は
、
仕
入
・
製
造
・
販
売

な
ど
を
全
て
子
ど
も
達
だ
け
で

行
う
企
業
模
擬
体
験
で
す
。『
め

ざ
せ
！
い
な
し
き
未
来
の
社

長
！
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
元

気
い
っ
ぱ
い
の
い
な
し
き
っ
子

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

▽
参
加
資
格
：
市
内
の
小
学

５
・
６
年
生
で
全
日
程
に
参
加

で
き
る
方　
▽
募
集
人
数
：
４

チ
ー
ム
（
１
チ
ー
ム
６
人
）
※
応

募
多
数
の
場
合
は
抽
選　
▽
申

込
方
法
：
所
定
の
申
込
用
紙

（
商
工
会
青
年
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

あ
り
）で
、９
月
28
日（
水
）ま
で

に
、
商
工
会
へ
持
参
ま
た
は
フ

ァ
ッ
ク
ス
に
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
日
程

・
勉
強
会
＝
10
月
８
日
、22
日
、

29
日（
土
）　
午
後
１
時
～
５
時

／
稲
敷
市
商
工
会
本
所

・
販
売
＝
11
月
３
日
（
木
）　
午

前
７
時
30
分
～
午
後
３
時
／
稲

敷
市
文
化
祭
会
場

・
決
算
＝
11
月
５
日
（
土
）　
午

後
１
時
～
５
時
／
稲
敷
市
商
工

会
本
所

●
稲
敷
市
商
工
会
（
担
当
：
石

田
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲

２
６
０
３
／
fax
０
２
９
︲
８
９

２
︲
４
９
６
４

●
商
工
会
青
年
部　
hphttp:

//e-seinenbu.com

司
法
書
士

法
律
相
談

「
法
の
日
」に
ち
な
み
、
全
国
一

斉
司
法
書
士
法
律
相
談
を
実
施

し
ま
す
。

　
申
込
不
要
、
相
談
無
料
で
す

の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
：
10
月
１
日（
土
）　
午

前
10
時
～
午
後
３
時　

▽
会

場
：
亀
城
プ
ラ
ザ（
土
浦
市
中
央

二
丁
目
１
６
︲
４
）　

▽
相
談
内

容
：
借
金
、土
地
・
建
物
、相
続
、

裁
判
、
会
社
な
ど
に
関
す
る
相

談
、
お
よ
び
こ
れ
に
関
連
す
る

登
記
相
談

●
茨
城
司
法
書
士
会　
☎
０
２

９
︲
２
２
５
︲
０
１
１
１

informationくらしと情報

市
長
の
動
向
（
７
月
）

１
日
：
稲
敷
地
区
防
犯
協
会

総
会（
桜
川
庁
舎
）

２
日
：
子
ど
も
会
ス
ポ
ー
ツ

大
会（
江
戸
崎
体
育
館
）

３
日
：
亀
有
震
災
復
興
フ
ェ

ア（
東
京
都
亀
有
）

４
日
：
庁
議（
江
戸
崎
庁
舎
）、

社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会

（
社
協
）、
稲
敷
地
区
霞
ヶ
浦

施
設
管
理
連
絡
協
議
会
役
員

会５
日
：
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
（
江
戸
崎
総
合
運
動
公
園
）、

資
源
保
全
県
南
地
域
協
議
会

総
会
（
土
地
改
良
団
体
連
合
会

県
南
事
業
所
）、
稲
敷
地
区
交

通
安
全
母
の
会（
桜
川
庁
舎
）

６
日
：
教
育
委
員
辞
令
交
付

式
（
江
戸
崎
庁
舎
）、
要
望
書

提
出（
国
土
交
通
省
）

10
日
：
消
防
団
夏
期
訓
練

（
江
戸
崎
庁
舎
・
桜
川
庁
舎
）、

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
街

頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
江
戸
崎

公
民
館
）

12
日
：
首
都
圏
中
央
連
絡
道

路
建
設
促
進
協
議
会
総
会

（
江
戸
崎
庁
舎
）、主
要
道
路
整

備
促
進
期
成
同
盟
会
総
会

（
竜
ヶ
崎
工
事
事
務
所
）

14
日
：
災
害
対
策
本
部
（
桜

川
庁
舎
）、
輪
投
げ
大
会
（
江

戸
崎
体
育
館
）

17
日
：
須
賀
祭
禮（
伊
佐
部
田

園
都
市
セ
ン
タ
ー
）、
ふ
れ
あ

い
座
談
会（
上
蒲
ケ
山
地
区
）

20
日
：
議
会
全
員
協
議
会

（
東
庁
舎
）、
交
通
安
全
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン（
し
ん
と
ね
Ｃ
Ｏ
Ｍ
）

24
日
：
本
新
鹿
島
神
社
例
大

祭（
本
新
鹿
島
神
社
）、月
出
里

八
坂
神
社
祇
園
祭
（
月
出
里

公
民
館
）

25
日
：
霞
ヶ
浦
・
北
浦
治
水

促
進
同
盟
会
総
会
（
行
方
レ

イ
ク
エ
コ
ー
）

29
日
：
総
合
計
画
審
議
会

（
江
戸
崎
庁
舎
）

30
日
：
認
定
農
業
者
連
絡
協

議
会
総
会
（
桜
川
庁
舎
）、
す

だ
ち
の
里
納
涼
祭
（
す
だ
ち

の
里
）

31
日
：
稲
敷
市
物
産
フ
ェ
ア

（
つ
く
ば
市
）

紙
面
の
都
合
上
、
抜
粋
し

て
掲
載
い
た
し
ま
す

無料結婚相談会

身体障害者のための無料結婚相談・各種相談

ハピネスサポートいなしきでは、無料結婚相談会を開催いたし
ます。ご気軽にご参加ください。
▽日時：9月24日（土）午後1時〜4時　▽場所：あずま生涯学
習センター　▽対象者：稲敷市・および周辺の独身男女　▽そ
の他：申し込みは不要です。当日はご自身のスナップ写真（L 版、

腰から上の上半身、３か月以内に撮影したもの）をお持ちください。
本人の同意があれば、ご両親の相談も受け付けます。
●稲敷市秘書広聴課広報広聴係（江戸崎庁舎）tel.029-892-
2000（内線2610）

茨城県からの委託・補助を受け、身体に障害のある方々がよき
配偶者に恵まれ幸せな結婚ができるように、無料の結婚相談所
を開設しています。また、就労や生活上の全般の相談を受ける
総合相談所も開設しています。
結婚相談は予約制。
▽日時：月〜金曜日（祝日、年末年始は除く）午前10時〜午後3
時
●（社）茨城県身体障害者福祉協議会tel.029-243-7010

informationくらしと情報

就職関係情報

労務関係無料相談会

出張就職無料相談会
▽日時：9月21日（水）、10月19日（水）　※毎月第3水曜日　

午前10時〜午後3時　▽場所：稲敷合同庁舎（2階会議室）

●県南地区就職支援センター tel.029-825-3410
就活スキル向上セミナー（無料）

▽日時：10月12日（水）午後1時〜4時50分　▽場所：あず
ま生涯学習センター　▽内容：面接の対策、模擬面接、質疑応
答、個別カウンセリングなど
●セキショウ キャリア プラスtel.029-860-5080

稲敷の企業を元気にするための助成金、労使関係トラブル防止
のための就業規則・賃金・労災・雇用・年金などに関する無料
相談を社会保険労務士がお受けします。予約制（前日まで予約可）

▽日程：9月27日（火）午前9時30分〜正午　江戸崎公民館、
10月25日（火）午前9時30分〜正午　あずま生涯学習センタ
ー　▽対象者：市内企業者および勤務する者
●稲敷市商工観光課（東庁舎）tel.029-892-2000（内線5207）

広報稲敷は、昨年の11月号より「行政情報は地区
に属するか否かに関わらず、公平に提供すべき」
との要望にこたえるため、社会実験的にポスティ
ング（郵送）配布をしてまいりました。
　しかし、東日本大震災により、市の平成23年
度予算については、災害からの復旧・復興に集中
した予算への見直しが必要となりました。つきま
しては、11月号から従来の区長配布（毎月第4金
曜日に配布）方式に戻させていただくことといた

します。ご理解いただけますよう、よろしくお願
いいたします。
　なお、各庁舎や各公民館施設などにも設置しま
すので、ご利用ください。
・10月号→10月11日（火）発行
・11月号→10月28日（金）発行
・12月号→11月25日（金）発行
●稲敷市秘書広聴課広報広聴係（江戸崎庁舎）

tel.029-892-2000（内線 2610）

広報紙の配布方法・発行日が変更
毎月第４金曜日に区長配布
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9月18日（日） 矢野整形外科医院（浜新宿）tel.029-892-2127
 しのつか医院（阿見町）tel.029-888-2450
9月19日（月） 竹尾医院（河内町）tel.0297-86-2436
 印南クリニック（阿見町）tel.029-834-2222
9月23日（金） 江戸崎眼科（佐倉）tel.029-892-0262
 しんクリニック（阿見町）tel.029-875-5686
9月25日（日） 宮本病院（幸田）tel.0299-79-2114
 あみ小林クリニック（阿見町）tel.029-888-2200
10月2日（日） いなしきクリニック（蒲ケ山）tel.029-892-3372
 沼崎医院（美浦村）tel.029-885-2358
10月9日（日） 鈴木クリニック（沼田）tel.029-892-3640
 美浦中央病院（美浦村）tel.029-885-3551
10月10日（月） 古橋医院（西代）tel.0299-78-3770
 さかえ医院（阿見町）tel.029-888-2662
▽診療時間：午前9時〜午後4時
※都合により変更になる場合があります。要確認

休日診療当番医
茨城県救急医療情報システム
医療機関の検索、休日診療当番医、小児輪番など情報が検索
できます。毎日24時間対応
●救急医療情報コントロールセンター tel.029-241-4199
●救急医療情報システムHPhttp://www.qq.pref.ibaraki.jp/ 、
携帯http://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/
茨城子ども救急電話相談
子どもの急な病気の場合などに、看護師のアドバイスが受け
られます。
▽受付時間：毎日＝午後6時30分〜11時30分／休日昼間
のみ＝午前9時〜午後5時
▽プッシュ回線の固定、携帯電話＝局番なしの#8000 ／非
プッシュ回線の固定、公衆電話＝tel.029-254-9900
いなしき健康相談
医師が医療相談にお答えします。24時間毎日対応
●フリーダイヤルtel.0120-69-3389

医療・健康

陶芸クラブ 毎週火、木曜　午後1時〜
囲碁教室 毎週月曜　午後1時〜
カラオケ愛好会 毎週火、土曜　午後1時30分〜
梅さんの落語会 10月7日（金）午前10時30分〜
太極拳教室 10月12日（水）午後1時30分〜
ゆきちゃんの音楽会 10月14日（金）午後2時〜
生花教室 10月20日（木）午後1時30分〜
手話愛好会 10月21日（金）午後7時〜
料理教室 10月24日（月）午前10時〜
絵手紙教室 10月26日（水）午後1時30分〜
茶道教室 10月27日（木）午前9時〜
●稲敷市地域交流スペース（特別養護老人ホーム「水郷荘」内）

tel.0299-79-2319

稲敷市地域交流スペース

9月22日（木） 東庁舎 弁護士
9月29日（木） ふれあいセンター
10月6日（木） 桜川庁舎 弁護士
10月13日（木） ふれあいセンター
相談内容
各種相談の合同相談を行います。
▽時間：午後1時30分〜4時
①心配ごと相談＝日常生活の諸問題について相談に応じま
す。予約制（前日までに）。　申込：稲敷市社会福祉協議会
tel.029-892-5711
②行政相談＝行政に関する相談を受け付けます　問：稲敷市
総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）

③人権相談＝人権に関する相談に人権擁護委員などがお答え
します　問：稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-
2000（内線3300）

心配ごと等合同相談

教育相談
いじめ、不登校、友人関係など児童生徒に関する教育問題全
般に、市教育相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月〜金曜（祝日を除く）／午前9時〜午後5時
●稲敷市教育相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-0121
家庭児童相談
養護、虐待、非行、育成、心身障がいなど、乳幼児から児童に
関する相談に、家庭相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月〜金曜（祝日を除く）／午前9時〜午後4時
●稲敷市家庭児童相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-3247
家庭教育相談
臨床心理士の先生が、子育てに関する悩みや発達障がいの相
談をお受けします。予約制。
▽日時：9月28日（水）午前10時〜午後4時　▽場所：各公民
館、生涯学習センター、など
●稲敷市生涯学習課（新利根庁舎）tel.0297-87-3439

教育に関する相談

市の人口（常住人口）
総人口：46,216（-67）

世帯数：14,753（-14）

※8月1日現在。かっこ
内は前月比

9月の納税
▽納期限：9月30日（金）

・後期高齢者医療保険料：3
期

10月18日（火）　江戸崎庁舎／ 10月19日（水）　新利根庁舎
法律問題の相談に弁護士がお答えします。予約制。受付開始
＝10月11日（火）午前8時30分〜午後５時15分／定員＝
各会場6人
●稲敷市総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）

法律相談

informationくらしと情報

生活相談

ひきこもり相談

隣保館の設置されていない地域の生活や人権などの問題につ
いて、専門の相談員が応じます。
▽日時：毎週水曜日（祝日を除く）、午前9時〜11時30分　
▽場所：新利根庁舎、小角地区公園管理棟
●稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線

3300）

心理士・保健師によるひきこもり相談を実施し、ひきこもり
に悩む本人・家族の手助けをします。予約制。
▽日時：毎週火、水、木曜日（第2水曜、第3・4火曜日を除く）　

午後1時〜5時　▽場所：竜ケ崎保健所
●竜ケ崎保健所保健指導課tel.0297-62-2367

精神保健相談
こころのリハビリ（精神デイケア）　

▽日時：9月28日（水）午前10時〜11時30分　▽場所：ふ
れあいセンター　▽申込：予約制
こころの相談　
こころの健康、悩み、病気についての相談をお受けします。
▽日時：9月28日（水）午後1時30分〜 3時30分　▽場所：
ふれあいセンター　▽申込：予約制
●稲敷市社会福祉課（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線

3200）

情報メール配信
市からのさまざま情報を、携帯電話やパソコンへ配信します。
▽PC 用：市HP から
▽携帯用：http://www.city.inashiki.lg.jp/
　　　　  dir.php?code=444
Twitter での情報発信
アカウント　@inashiki_city
http://twitter.com/inashiki_city
blog での情報発信
http://blog.goo.ne.jp/inashiki-koho

情報配信



広報稲敷 平成23年9月号　2627　広報稲敷 平成23年9月号

3b

2

1

4

8

3a

6

5a

5b

7

1b

1a

で・き・ご・と
7-8月
市内の様々な行事、出来ごとなどを取り上げます。

●稲敷市秘書広聴課tel.029-892-2000（内線2610）

1
桜
川
の
幼
稚
園
と
保
育
所
の
合
同
夏
祭
り

桜
川
幼
稚
園
と
桜
川
保
育
所
で
は
、
毎
年
い
ろ
い
ろ
な
行
事
を
一

緒
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。運
動
会
、じ
ゃ
が
い
も
掘
り
、い
ち
ご
摘

み
…
今
年
は
そ
こ
に「
夏
祭
り
」が
加
わ
り
ま
し
た
。子
ど
も
達
だ

け
で
な
く
、保
護
者
も
一
緒
に
な
っ
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

写
真
：
１
ａ
＝
桜
川
幼
稚
園
、１
ｂ
＝
桜
川
保
育
所

2
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

７
月
８
日
、
保
護
司
会
・
更
生
保
護
女
性
の
会
を
中
心
に
関
係
団

体
の
協
力
の
も
と
、
１
９
０
人
の
参
加
を
得
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が

行
わ
れ
ま
し
た
。「
犯
罪
や
非
行
か
ら
立
ち
直
ろ
う
と
す
る
人
た

ち
の
意
欲
を
認
め
、
地
域
社
会
の
中
に
受
け
入
れ
見
守
り
、
支
え

て
行
こ
う
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
買
い
物
に
来
た
方
達
に
犯
罪
防

止
に
つ
い
て
訴
え
ま
し
た
。　
▼
御
協
力
会
場
／
パ
ン
プ
・
マ
ツ
モ

ト
キ
ヨ
シ
・
カ
ス
ミ
・
タ
イ
ヨ
ー
・
パ
ル
ナ
・
ワ
ン
ダ
ー
グ
ー
・
ケ
ー
ズ
デ

ン
キ
・
ジ
ョ
イ
フ
ル
山
新
・
コ
ム
・
ヒ
ー
ロ
ー
・
ケ
ー
ヨ
ー
Ｄ
２ 

な
ど

3
江
戸
崎
の
ま
つ
り

江
戸
崎
祇
園
祭
の
初
日
に
あ
た
る
７
月
22
日
、
恒
例
の
「
江
戸
崎

の
ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。商
店
街
通
り
を
９
団
体
、約
３

０
０
人
が「
稲
敷
た
か
ら
音
頭
」を
踊
り
抜
け
て
い
き
ま
し
た
。ま

た
、
こ
の
日
を
皮
切
り
に
３
日
間
、
厳
粛
で
勇
壮
な
江
戸
崎
祇
園

祭
が
街
中
に
活
気
を
も
た
ら
し
て
い
ま
し
た
。

4
総
合
計
画
審
議
会
を
開
催

７
月
29
日
に
「
稲
敷
市
総
合
計
画
審
議
会
」
の
委
嘱
式
と
第
１
回

会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。こ
の
審
議
会
で
は
、
今
後
5
年
間
の
行

財
政
の
指
針
と
な
る
稲
敷
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
に
つ
い
て

審
議
し
ま
す
。委
員
は
総
勢
22
人
で
、
委
員
長
に
は
筑
波
大
学
教

授
の
小
場
瀬
令
二
氏
、
副
委
員
長
に
は
市
議
会
議
長
の
長
坂
太
郎

氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

5
稲
敷
市
を
つ
く
ば
に
発
信

７
月
31
日
、
つ
く
ば
市
の
Ｌ
Ａ
Ｌ
Ａ
ガ
ー
デ
ン
で
稲
敷
市
の
物
産

展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。ス
テ
ー
ジ
で
は
鳴
海
聖
子
歌
謡
シ
ョ
ー

や
稲
敷
た
か
ら
音
頭
、そ
れ
に
真
龍
太
鼓
も
披
露
さ
れ
、元
気
な
歌

声
や
音
が
広
場
内
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。ま
た
広
場
に
5
つ
の
お

店
が
軒
を
並
べ
て
、
あ
げ
餅
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
な
ど
の

特
産
品
を
販
売
。訪
れ
た
方
々
に
稲
敷
市
を
Ｐ
Ｒ
し
て
き
ま
し
た
。

6
桜
川
音
頭
が
鳴
り
響
く

今
年
で
３
回
目
を
迎
え
た
桜
川
盆
踊
り
大
会
。今
年
も
８
月
14
日

に
、桜
川
総
合
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。会
場
に
は
、稲
敷

た
か
ら
音
頭
を
は
じ
め
、
桜
川
地
区
の
方
達
に
は
馴
染
み
の
深
い

桜
川
音
頭
、
そ
れ
に
子
ど
も
達
に
大
人
気
の
マ
ル
マ
ル
モ
リ
モ
リ

な
ど
が
会
場
に
鳴
り
響
い
て
い
ま
し
た
。

7
新
し
く
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
が
誕
生

県
と
市
の
共
催
で
開
催
し
た
、
介
護
予
防
の
た
め
の
『
シ
ル
バ
ー

リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
３
級
養
成
講
習
会
』
が
終
了
し
、
新
し
い

指
導
士
が
19
人
増
え
、
総
勢
49
人
と
な
り
ま
し
た
。今
後
も
、「
シ

ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
」
を
各
地
区
に
普
及
し
、
稲
敷
市
の
介
護

予
防
に
貢
献
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

写
真
：
３
級
養
成
講
習
会
閉
講
式
で
副
市
長
と
新
３
級
指
導
士

8
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

東
日
本
大
震
災
に
対
し
て
、稲
敷
市 

災
害
復
旧
等
対
策
に
係
る
義

援
金
と
、
寄
附
金
そ
れ
に
日
本
赤
十
字
社 

東
日
本（
東
北
関
東
）大

震
災
義
援
金
を
た
く
さ
ん
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
金
額
と
件
数
を
Ｐ
19
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。）

写
真
：
Ｊ
Ａ
稲
敷（
８
月
18
日
）



社協のひろば

●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711/fax029-892-5922
●稲敷市地域包括支援センター tel029-834-5353/fax029-892-5733

稲敷バラエティー

ク ラ ブ 選 手 権
　　全 国 大 会 出 場 決 定 ！

県では、9月を「認知症を知る月間」と
して、認知症に対する正しい理解の普
及を図っています。
　認知症とは、脳に何らかの原因で障
害が起き、脳の機能が低下することで、

「物忘れ」や「判断能力の低下」など、日
常生活がうまく行えなくなる「脳の病
気」です。認知症は誰にでも起こりう
る病気で、いつ自分や家族が認知症に
なるかわかりません。認知症になって
も安心して暮らせる地域をつくるため
に「あなた」にもできることがあります。
　そこで、地域包括支援センターでは、

『認知症サポーター養成講座』を行い、
認知症を正しく理解する場を設けてい
ます。7月30日には、小学生向けの講
座を行い、17人の小さなサポーター
が誕生しました。現在、稲敷市には、
564人の認知症サポーターがいます。
より多くの方にサポーターになってい
ただくため、右記の日程で成人向けの
講座を開催します。ぜひご参加くださ
い。
　なお、人数が集まれば出前講座も可
能です。地域の集まりごとや各種団体
など、興味や関心のある方は、ぜひ一

　　　9月は「認知症を知る月間」 度ご連絡ください。
▽日時：9月26日（月）午後1時30分
〜 3時
▽場所：江戸崎福祉センター
▽募集人数：30人
▽申込期間：9月21日（水）まで
●稲敷市地域包括支援センター
　tel.029-834-5353

　　　三角花壇の整備事業〜大利根東公園〜 　　　善意銀行運営事業
ハートピアいなしきは、稲敷市役所
より大利根東公園の三角花壇の整備
事業を受託しています。ハートピア
利用者57人が、草取りや耕起を何
日もかけて、頑張ってきました。苗
が痛まないように保護者会の協力を
得て493 ㎡の花壇に1,600本のポ
ーチュラカの植付けを午前中で完了

市民の皆様方からの善意（金銭、物品な

どの芳志）を福祉に結ぶ「善意のかけ橋」
となって事業を展開しています。使用
済み切手は、茨城県社会福祉協議会で
取りまとめ、県内のボランティア活動
団体に助成されています。（敬称略・順

不同　6月1日〜 7月30日）

ユ ニ ー 株 式 会 社 ア ピ タ 佐 原 店 ＝
11,487円／匿名＝5,000円／黒田端
子＝使用済切手・テレホンカード
匿名＝ 10,000 円／水郷会＝タオル
20本／坪井和夫＝2,200円／稲敷市
役所＝古切手／大谷光代＝タオル51
本／幸田不二雄＝折箱多数

しました。植栽は暑い夏の時期とい
うこともあり、水分補給をしながら
みんなで頑張りました。
　現在は毎週、公園へ行って除草作
業を行っています。10月頃まで除
草作業を継続していく予定です。
　みんなで協力し合い、花壇をきれ
いに保っていきたいです。

第36回全日本クラブ選手権の北関東大会が、7月31日に足利
市で開催されました。
　応援に駆けつけた、前監督の欽ちゃんの前で、2試合ともコ
ールド勝ちし、本戦へ3年ぶり5回目の出場が決定しました。
　おめでとうございます！
　なお、全日本クラブ選手権の全国大会は、9月9日から西武
ドームで開催されています。

茨城ゴールデンゴールズ 1 0 9 0 2 0 0 - - 12
ビッグメンバーズクラブ 0 1 0 0 0 2 0 - - 3

茨城ゴールデンゴールズ 1 3 0 9 1 2 0 - - 16
伊勢崎硬建クラブ 0 0 2 0 0 0 0 - - 2

1回戦　vs ビッグメンバーズクラブ

2回戦　vs 伊勢崎硬建クラブ

投手：鈴木、加藤、岩田
三塁打：佐々木、芹澤
本塁打：北野<3ラン>

投手：鈴木
三塁打：岩田

北関東大会　結果

試合の模様は、YOUTUBE にアッ
プしていますので、ご覧ください。
ht tp : / /www .you tube . com/
inashikicity
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稲敷市子育て支援センター
●あいアイ（ふれあいセンター内）tel.0297-87-7070
●つばさ（私立新利根つばさ保育園内）tel.090-2210-7355
●ひまわり（私立江戸崎保育園隣）tel.090-3232-2680

子育て

●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

保健センター

●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

保健センター

2月17日生まれ
▽江戸崎保健センター（桜川保健センタ

ーより変更）：10月3日（月）午後1時〜
対象＝平成22年2月18日〜3月5日
生まれ
2歳児歯科健診
▽江戸崎保健センター：9月28日（水）

午後1時〜　対象＝平成21年8月6日
〜19日生まれ
▽江戸崎保健センター（桜川保健センタ

ーより変更）：10月14日（金）午後1時
〜対象＝平成21年8月20日〜9月8
日生まれ
3歳児健診
▽江戸崎保健センター：9月27日（火）

午後1時〜　対象＝平成20年8月12
日〜31日生まれ　

詳しくは、3月に配布しましたすくす
くカレンダーをご覧ください。
予防接種（予約制、定員有）

■三種混合
▽東保健センター：10月12日（水）

■ポリオ
▽東保健センター：9月21日（水）

▽江戸崎保健センター：10月4日（火）

3か月児健診
▽東保健センター：9月15日（木）午後
1時〜
▽江戸崎保健センター：10月5日（水）

午前9時45分〜　
1歳6か月児健診
▽東保健センター：9月16日（金）午後
1時〜　対象＝平成22年1月30日〜

　　 桜川・新利根地区健診
桜川・新利根地区健診を下記日程で行います。予約の必要
はありません。特定健康診査を受診する方は、「健康保険証」
と「特定健診受診券」をご持参ください。
　40歳以上の方は、胸部レントゲン検査の対象となりま
す。今年度、まだ受けていない方はこの機会に受診してく
ださい。（無料）

　

※9月22日午後の会場が保健行事予定表と変更になって
います。お間違いのないようお越しください。
◎大腸がん検診をご希望の方は、容器を郵送しますので、
検診日の10日前までにご連絡ください。

　　 特定保健指導を受けましょう
特定健診の結果、メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候

群）か、その予備群で予防効果が高いと判定された方を対
象に特定保健指導を行います。
　特定保健指導は、計画的に実施する生活習慣病予防の支
援です。食事や運動の生活習慣を見直すために行います。
生活習慣を改めることにより、心臓病・脳卒中・糖尿病の
合併症を引き起こす動脈硬化を予防します。
　対象となる方には、各医療保険者から連絡がありますの
で、積極的に参加され、生活習慣病予防に取り組みましょ
う。国民健康保険の方で動機付け支援の対象となった方に
は、健康増進課からご案内を送付いたします。ぜひご参加
ください。

●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター）tel.0297-87-
6111

行事予定（9月15日〜10月15日）

お子さんをお預かりします！
子育ての援助がほしいと思う時はあり
ませんか？そんな時のために稲敷市で
はファミリーサポートセンターを開設
しました。お気軽にご利用ください。

あいアイ

つばさ・ひまわり

▽場所：支援センターひまわり　▽時
間：午前10時15分〜　▽講師：ヨガセ
ラピストインストラクター　高木由美
子 氏　▽持ち物：飲み物・タオル

あそびの広場日程 22日（木） 森林公園で遊ぼう（どなたでも）　※現地集合

27日（火） 手芸講座（いす作り）

10月
2日（日） つばさ保育園運動会（未就園児競技あり 要予約）

5日（水） わらべうたで遊ぼう（どなたでも）

7日（金） 親子で体を動かそう（どなたでも）

11日（火） 運動会グッズを作ろう（どなたでも）

　　　　　　　　　※10月21日　支援センター運動会予定

13日（木） 親子遠足体験（要予約5組）

ひまわり
▽時間：午前10時〜11時30時分（製作・講座）

9月
16日（金） 給食体験（離乳食完了児　要予約５組）

20日（火） エアロビでリフレッシュ（どなたでも）　
22日（木） 森林公園で遊ぼう（どなたでも）＊現地集合
28日（水） 赤ちゃん集まれ（首座り〜1歳）

10月
１日（土） 江戸崎保育園運動会（未就園児競技あり 要予約）

４日（火） ソフトダンスでリフレッシュ（どなたでも）

６日（木） 親子で体を動かそう（どなたでも）

12日（水） 運動会グッズを作ろう（どなたでも）

　　　　　　　　　※10月21日　支援センター運動会予定

13日（木） 親子遠足体験（要予約5組）

14日（金）      おさがりリサイクル（どなたでも）　　

あいアイ　　
▽時間：午前10時30分〜11時30分　▽対象：０歳〜就園
前までの子どもと保護者　▽予約制（すくすくｄａｙは不要、午前

10時〜）　　※下記日程以外でも、開館時間中（平日の午前9時

〜午後4時）は予約なしで自由に遊べます。
9月
15日（木） 虫かごをつくろう／桜川公民館
22日（木） ベビーマッサージ（赤ちゃん）／あいアイ
27日（火） 誕生会（9月生まれ）／あいアイ
28日（水） 虫かごをつくろう／東保健センター
10月　
4日（火） すくすくday ／桜川公民館
5日（水） すくすくday ／東保健センター
6日（木） ママとあそぼう（ハイハイ〜よちよち） ／あいアイ
12日（水） 折り紙であそぼう／あいアイ
13日（木） 折り紙であそぼう／東保健センター
14日（金） すくすくday ／江戸崎保健センター
つばさ
▽時間：午前10時〜11時30時分（製作・講座）

設定日以外も毎日開設しています。（午前9時〜午後4時）

9月
15日（木） 給食体験（離乳食完了児　要予約5組）

20日（火） 赤ちゃん集まれ（首座り〜1歳）

期　日 受付時間
午前10時〜11時

受付時間
午後1時30分〜2時30分

9月22日（木） 神宮寺集落センター 桜川公民館（※）

9月26日（月） 浮島中央集落センター 戸前集落センター

9月27日（火） 馬渡地区防災センター

9月29日（木） いこいのプラザ ふれあいセンター

　　どんな時にお願いできるの？
・パパ・ママの体調が悪いので子どもをみ
　てほしい
・急用ができたけど子どもは連れていかな
　い方がいい
・時にはゆっくりお買いものがしたい
・兄（姉）のＰＴＡ、上の子にゆっくりかか　
　わってあげたい
・冠婚葬祭など
・（パパから）最近、子育てに疲れているママ
に、　少し息抜きしてほしい　

エアロビ・ソフトダンスでリフレッシュ
気持ちの良い汗をかいて体も心もリフ
レッシュしませんか？初心者の方もぜ
ひお気軽にご参加ください。お子さんと
の参加もOK です。

▽対象児：生後６か月〜小学校入学前
　▽利用料金：1時間600円　▽問合
せ：ファミリーサポートセンター（あい

アイ内）tel.0297-87-7070　

冷たいおやつ作りの様子

子育てひろば
▽江戸崎保健センター：10月4日（火）、
13日（木）、10月24日（月）　対象＝平
成23年3月〜 4月生まれ　内容＝1
回目：赤ちゃんとのふれあい遊び、生活
リズム、事故防止について　2回目：離
乳食について（調理実習）   3回目：ベビ
ーマッサージ、サークルづくり
離乳食相談
▽江戸崎保健センター（桜川保健センタ

ーより変更）：10月6日（木）午前10時
〜　内容＝身体計測・栄養相談・育児
相談（要予約）

広報稲敷 平成23年9月号　3031　広報稲敷 平成23年9月号



生涯学習
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 ●桜川公民館図書室tel.029-894-2981

図書だより

図書カレンダー　9〜10月

 
今月の展示
■心ゆたかに生涯読書
9 月 19 日は「敬老の日」ですが、こ
れは日本独自の祝日で、「多年にわた
り社会につくしてきた老人を敬愛し、
長寿を祝う」ことを趣旨としているそ
うです。この機会に生涯読書を楽しん
でいただきたく本を集めてみましたの
で、高齢者やそのご家族はもちろん、
その他の方もどうぞお手に取って見て
ください。
　「敬老の日読書のすすめ」（読書推進

運動協会による推薦図書）も展示致しま
す。
　「老いの才覚」曽野綾子、「わたくし
が旅から学んだこと」兼高かおる、「美
しき身辺整理」武田正砂子、「あいさ
つは一仕事」丸谷才一、「野球にとき
めいて」王貞治ほか

子ども映画会
●アニメ「おおきなかぶ」
▽日時：10 月 8 日（土）、9 日（日）

午後 2 時〜（上映時間 21 分）　▽申込：
当日図書館カウンター　▽定員：70
人

おはなし会
ボランティアの方が、紙芝居や大型絵
本を読んでくれます。
▽日時：9 月 25 日（日）午前 10 時
30 分〜 11 時

市立図書館休館日＝■
 日 月 火 水 木 金 土
　9月    15 16 17
 18 19 20 21 22 23 24
 25 26 27 28 29 30
10月      １
 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
 ９ 10 11 12 13 14 15

江戸崎図書室
毎週月曜日、9月27日（火）

新利根・桜川図書室
毎週月曜日
■開館（室）時間：午前9時〜午後
5時　

  市立図書館   江戸崎公民館図書室
おはなし会
ボランティアの方が、絵本を読んだり、
エプロンシアターをしてくれます。
▽日時：10 月 15 日（土）午後 2 時
〜　▽場所：江戸崎公民館　和室

新着図書（左から）
「完盗オンサイト」玖村まゆみ（講談社）、「よ
ろずのことに気をつけよ」 川瀬七緒（講談

社）、「まともな家の子供はいない」津村記久
子（筑摩書房) 、「前へ！」麻生幾（新潮社）

8月6日、7日に東京武道館で行われ
た「第11回文部科学大臣旗争奪全国少
年少女空手道選手権大会」に太田小学
校3年生の内田陽子さんが茨城県代表

（小学3年女子組手）として出場しまし
た。準々決勝まで勝ち進み、見事全国第

江戸崎少年野球大会結果

8月6日、7日の2日間にかけて、第
24回稲敷市江戸崎少年野球大会が、盛
大に開催されました。参加は、近隣市
町村からの24チーム。今大会は例年に
ない暑さの中で行われ、熱戦が繰り広
げられました。
　決勝戦を延長戦の末、1点差で制し

全国少年少女空手道選手権大会入賞

水辺の楽校を開催しました

「親子で参加する
　　水辺の清掃ハイキングと木工教室」

7月30日、親子60人が参加し、椅子づくりを行いまし
た。宇佐美先生と田所先生のご協力のもと、子ども達は

「親子で楽しむ流しそうめん」

8月7日、親子60人が参加し、流しそうめんを楽しみ
ました。暑い中、樋づくりと麺茹でに一生懸命取り組
みました。子ども達にとって、楽しい夏休みのできご
ととなりました。

 
新着図書

「ニキの屈辱」 山崎ナオコーラ、「人間
はすごいな」日本エッセイストクラブ、

「癌だましい 」山内令南、「とある飛
空士への追憶」 犬村小六、「赤い糸の
呻き」 西澤保彦、「史記　武帝紀 5」
北方謙三、「密売人」佐々木譲、「恋か
たみ」 諸田玲子、「アイドルワイルド！ 
」花村萬月、「WANTED ！！かい人
21 面相」赤染晶子、「介護退職」楡
周平、「東京観光」 中島京子、「虚言少
年」京極夏彦、「なぎさホテル」伊集
院静、「幸・不幸の分かれ道」土屋賢
二、「「こつこつ」と生きています」 岸
本葉子、「「生」の日ばかり」 秋山駿、「黄
土（こうど）の疾風」深井律夫、「おお
きなかぶ、むずかしいアボカド 」村
上春樹、「畦と銃」真藤順丈、「ディア
スポラ」勝谷誠彦、「サッカーボーイ
ズ 15 歳」はらだみずき、「ニコニコ
時給 800 円」海猫沢めろん、「清貧と
復興」出町譲、「特攻の真意」 神立尚紀、

「15 歳の志願兵」大森寿美男、ほか

た地元の江戸崎パイレーツが、本大会
2回目の優勝を果たしました。結果は
次の通りです。
優勝＝江戸崎パイレーツ（江戸崎地区）、
準優勝＝あずまノースベアーズ（あず

ま地区）、3位＝新利根エンゼルス（新

利根地区）、本郷イーグルス（阿見町）

5位入賞を果たしました。昨年も出場
し、ベスト16に入るものの、あと一歩
で入賞を逃しているだけに、今年の大
会にかける強い思いが入賞を呼びこみ
ました。

保護者の方と協力しなが
ら、一生懸命に椅子を作
成しました。

◀
入
賞
し
た
内
田
陽
子
さ
ん

◀
江
戸
崎
パ
イ
レ
ー
ツ
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●
市
郷
土
資
料
調
査
委
員
・
浜
田
純
男

戦
国
武
将
の
栄
枯
盛
衰
を
今
に

伝
え
る
の
が
各
地
に
残
る
城
跡

で
す
。新
利
根
地
区
に
東
條
城
、

東
地
区
に
阿
波
崎
城
、
江
戸
崎

地
区
に
江
戸
崎
城
、
桜
川
地
区

に
神
宮
寺
城
等
歴
史
に
名
を
残

す
城
跡
が
在
り
ま
す
。今
回
は

地
元
の
人
達
か
ら
も
忘
れ
ら
れ

よ
う
と
し
て
い
る
桜
川
地
区
の

城
跡
を
訪
ね
ま
し
た
。

　
　「
阿あ
ば
り
ゅ
う
が
い
じ
ょ
う

波
龍
貝
城
」　
　
阿
波

国
道
一
二
五
号
線
の
「
あ
ん
ば

ば
し
」
の
北
側
に
、
半
島
の
様

に
突
き
出
た
標
高
一
〇
ｍ
程
の

台
地
が
見
え
ま
す
。

　

大
杉
神
社
の
南
東
徒
歩
で
一

〇
分
、
地
元
で「
リ
ュ
ウ
ゲ
」と

呼
ば
れ
て
い
る
場
所
に
城
跡
が

在
り
ま
す
。東
西
二
〇
〇
ｍ
程
、

南
北
五
〇
ｍ
程
の
広
さ
で
す
が
、

大
部
分
が
畑
と
な
っ
て
い
ま
す
。

台
地
の
縁
は
人
の
進
入
を
拒
む

よ
う
に
雑
木
が
密
集
し
て
い
ま

す
。そ
の
雑
木
林
を
探
索
し
ま

す
と
、
櫓
台
跡
や
堀
跡
、
土
塁

が
確
認
で
き
ま
す
。ま
た
畑
の

中
に
は
高
さ
数
ｍ
の
台
形
の
塚

が
在
り
ま
す
。整
地
さ
れ
ず
残

さ
れ
た
の
は
古
墳
か
祭
事
跡
な

の
で
し
ょ
う
か
。

　

築
城
当
時
台
地
の
直
下
ま
で

水
が
迫
り
、
水
運
、
街
道
を
監

視
す
る
に
は
最
適
の
場
所
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
。他
地
区
に
も

龍
貝
城
跡
が
あ
り
ま
す
が
、
戦

略
上
重
要
な
場
所
に
築
い
た
砦

を
意
味
す
る
「
要よ

う
が
い害
」
が
龍
貝

に
変
化
し
共
通
す
る
名
前
に
な

っ
た
の
で
し
ょ
う
。城
主
は
不

明
で
す
が
、
土
岐
原
氏
の
江
戸

崎
城
を
守
る
重
要
な
出
城
だ
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
　「
笈お
い
の
つ
か
じ
ょ
う

ノ
塚
城
」　
　
阿
波

笈
ノ
塚
城
跡
は
、
阿
波
龍
貝
城

跡
の
二
〇
〇
ｍ
程
北
方
、
谷
を

挟
ん
だ
標
高
二
〇
ｍ
程
の
台
地

に
在
り
ま
す
。大
杉
神
社
駐
車

場
の
東
二
〇
〇
ｍ
程
、
徒
歩
で

五
分
で
す
。雑
木
林
で
し
た
が
、

久
し
振
り
に
訪
れ
て
見
る
と
主

要
部
は
整
地
さ
れ
、
残
り
は
竹

が
密
生
し
て
い
ま
し
た
。

　

阿
波
龍
貝
城
と
同
様
出
城
の

形
態
を
し
て
お
り
、
周
囲
を
監

視
す
る
の
に
適
し
た
地
形
と
思

わ
れ
ま
す
。台
地
の
縁
を
探
索

す
る
と
、
土
塁
や
空
堀
跡
が
確

認
で
き
ま
す
。台
地
の
突
端
に

櫓
台
跡
か
古
墳
か
、
円
錐
形
で

高
さ
数
ｍ
の
塚
が
在
り
ま
す
。

　「
古ふ
っ
と
じ
ょ
う

渡
城
」　
　
古
渡

古
渡
城
跡
（
古こ

や谷
城
跡
）
は
旧
古

渡
橋
の
北
方
徒
歩
で
数
分
の
平

地
に
在
り
ま
す
。弁
財
天
の
傍

ら
に
案
内
板
が
有
り
発
見
が
容

易
で
す
。慶
長
八
年
（
一
六
〇
三

年
）
に
築
城
さ
れ
現
在
城
跡
の

中
心
部
は
畑
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
周
辺
に
土
塁
、
堀
跡
等
が

確
認
で
き
ま
す
。地
元
の
方
か

ら
「
建
物
は
建
て
ら
れ
な
か
っ

た
よ
う
だ
」と
、
聞
き
ま
し
た
。

規
模
か
ら
み
て
陣
屋
だ
っ
た
と

の
説
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　「
浮う
き
し
ま
じ
ょ
う

島
城
」　
　
浮
島

稲
敷
広
域
農
道
を
東
進
し
浮
島

地
区
に
入
る
と
、
右
側
に
木
々

が
生
い
茂
っ
た
標
高
一
五
ｍ
程

の
丘
陵
が
見
え
ま
す
。こ
こ
に

祀
ら
れ
て
い
る
姫
宮
神
社
付
近

が
、
浮
島
城
跡
の
中
心
と
さ
れ

て
い
る
地
域
で
す
。浮
島
氏
の

居
城
で
、築
城
は
承
じ
ょ
う
へ
い平
年
間（
九

三
〇
年
頃
）
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
浮
島
は
霞
ヶ
浦
の
小
島

で
し
た
。島
全
体
が
城
と
し
て

の
役
割
を
は
た
し
て
い
た
そ
う

で
す
。

　

現
在
、
周
辺
は
宅
地
化
、
農

地
化
さ
れ
て
城
の
遺
構
は
確
認

出
来
ま
せ
ん
が
、
姫
宮
神
社
参

道
の
坂
道
に
土
塁
跡
と
思
わ
れ

▲笈ノ塚城跡

▲阿波龍貝城跡

る
土
盛
り
が
見
ら
れ
ま
す
。神

社
裏
の
台
地
は
畑
が
広
が
り
遺

構
を
確
認
出
来
ま
せ
ん
。

　

鳥
居
前
の
案
内
板
に
は
姫
宮

神
社
の
由
来
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。天
正
年
間
に
佐
竹
氏
に
滅

ぼ
さ
れ
た
浮
島
弾
正
の
愛
娘
・

小
百
合
姫
が
舟
で
霞
ヶ
浦
に
脱

出
し
た
際
、
舟
が
転
覆
し
湖
に

身
を
沈
め
て
亡
く
な
り
ま
し
た
。

そ
の
姫
を
慰
霊
し
建
立
さ
れ
た

そ
う
で
す
。

桜
川
地
区
に
は
そ
の
他
に
、

四し

か箇
の
「
酒
井
城
」
が
在
り
ま

す
が
、
開
発
等
で
地
形
が
変
わ

り
訪
れ
る
事
が
出
来
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

各
城
跡
は
殆
ど
が
私
有
地
で

す
。立
ち
入
る
場
合
は
、
管
理

さ
れ
て
い
る
方
に
許
可
を
得
る

事
を
推
奨
致
し
ま
す
。　

●
歴
史
民
俗
資
料
館　

☎
０
２

９
９
︲
７
９
︲
３
２
１
１

山
は
風
浦
は
し
け
た
り
雲
は
秋	

坂
本
美
園（
戸
張
）

青
さ
さ
に
映
え
る
色
紙
の
我
が
思
ひ	

中
條
や
い
子（
大
宿
）

十
薬
を
刈
っ
て
墓
へ
の
道
広
げ	

増
田
み
き
お（
羽
賀
）

夜
を
徹
し
鳴
く
葭
切
の
声
に
覚
む	

山
口
須
美
子（
上
君
山
）

石
垣
の
残
る
城
跡
苔
の
花	

溝
口
民
城（
高
田
）

ふ
と
見
た
り
目
も
と
涼
し
き
祭
苗	

青
木
富
喜
代（
月
出
里
）

酔
へ
ば
寝
る
こ
と
も
良
薬
大
昼
寝	

酒
井
重
雄（
小
羽
賀
）

風
評
も
青
葦
原
を
わ
た
り
来
る	

矢
口
由
里
子（
西
町
）

青
葡
萄
小
枝
が
風
を
呼
ん
で
お
り	

岡
村
敏
子（
新
山
）

静
寂
な
朝
に
一
際
ほ
と
と
ぎ
す	

福
本
き
み
え（
新
山
）

郭
公
の
声
を
背
に
し
て
山
下
る	

宮
本
芳
子（
切
通
）

風
鈴
の
音
色
に
う
し
ろ
振
り
向
き
ぬ	

篠
田
邑
草（
新
山
）

一
人
乗
る
リ
フ
ト
に
夏
野
広
が
り
ぬ	

細
川
悦
子（
荒
宿
）

火ひ
ょ
っ
と
こ
男
の
踊
り
し
山
車
に
止
め
ら
れ
し	

山
田
と
み
代（
月
出
里
）

山
脈な
み

の
如
く
に
連
ね
雲
の
峰	

小
林
寿
恵
王（
田
宿
）

蝦が

ま蟇
唸
る
天
地
の
異
変
知
る
ご
と
く	

大
木
た
か
し（
高
田
）

義
父
偲
ぶ
灯
に
迷
い
来
し
糸
ト
ン
ボ	

松
田
敬
子（
岡
飯
出
）

夏
座
敷
自
由
な
風
が
吹
き
通
る	

根
本
ナ
カ（
神
宮
寺
）

エ
ア
コ
ン
を
躊た
め
ら躇
い
な
が
ら
点
け
る
宵	

松
田
和
美（
下
馬
渡
）

水
打
ち
て
消
え
て
ゆ
き
た
る
わ
だ
か
ま
り	

矢
崎
健
一（
古
渡
）

立
ち
話
祇
園
祭
り
に
行
く
人
と	

飯
嶋
伊
津
子（
阿
波
）

ハ
マ
ナ
ス
や
知
床
連
山
遥
か
置
き	

埜
口
信
子（
阿
波
）

蓮
の
花
池
を
占
領
し
て
を
り
ぬ	

大
久
保
晴
代（
古
渡
）

放
射
能
基
準
値
以
下
と
書
き
添
え
て
箱
い
っ
ぱ
い
に
野
菜
詰
め
込
む	

雨
宮
美
世
志（
高
田
）

梅
雨
明
け
と
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
聞
き
お
れ
ば
見
上
げ
る
空
に
夏
の
雲
浮
く	

内
田
君
代（
沼
田
）

腕
の
蚊
を
叩
く
殺
生
南
無
阿
弥
陀
吾
と
同
じ
の
生
命
の
故
に	

及
川
良
三（
佐
倉
）

つ
ゆ
の
雨
し
と
ど
に
降
れ
ば
雨
蛙
愉
し
む
ご
と
く
闇
を
し
き
啼
く	
坂
本
緑（
鳩
崎
）

東
京
を
終
の
住
処
と
病
む
友
の
闘
病
辛
き
を
ふ
る
さ
と
訛
り
で	
財
部
睦
美（
光
葉
）

短
命
な
家
系
に
ひ
と
り
残
さ
れ
て
何
願
お
う
か
今
宵
七
夕	

根
本
冨
貴
子（
田
宿
）

去
る
者
は
追
わ
ず
と
は
い
え
し
か
す
が
に
三
十
年
の
歌と

も友
去
れ
ば
寂
し
も	

根
本
正
直（
門
前
）

庭
先
に
紺
の
朝
顔
咲
き
初
む
を
花
数
か
ぞ
う
曽
孫
と
二
人	

野
沢
と
よ（
羽
賀
）

手
づ
く
り
の
お
む
す
び
持
ち
て
娘
が
来
る
赤
飯
が
よ
い
と
楽
し
き
昼
餉	

松
本
静
子（
西
町
）

日
避
け
に
と
植
え
し
ゴ
ー
ヤ
の
蔓
の
延
び
夫
は
何
度
も
確
め
に
行
く	

山
口
須
美
子（
上
君
山
）

田
植
え
終
え
て
畦
に
安
堵
の
仮
眠
覚
め
青
空
動
く
白
雲
動
く 

矢
崎
健
一（
古
渡
）

霧
雨
に
濡
れ
つ
つ
咲
け
る
花
菖
蒲
わ
が
屋
敷
田
に
ほ
こ
ら
し
げ
な
り	

篠
田
す
い（
下
太
田
）

ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
花
咲
き
つ
づ
く
径
を
ゆ
く
清す
が

し
き
香
り
一
人
占じ

め
し
て	

川
村
と
み（
堀
川
）

月
見
草
夜
ご
と
夜
ご
と
を
咲
き
の
ぼ
り
小
さ
く
な
り
し
花
が
月
待
つ	

福
田
雅
子（
上
根
本
）

涼
風
の
吹
き
過
ぐ
る
ご
と
若
者
は
畑
草
取
る
を
ね
ぎ
ら
い
て
行
く	

岡
野
千
恵
子（
伊
佐
津
）

被
災
地
復
興
に
向
か
う
車
輪
の
ひ
た
走
る
陽
ざ
し
ま
ぶ
し
き
後
を
つ
き
行
く	

宮
渕
敏
江（
下
太
田
）

寝
返
り
の
は
ず
み
に
浮
か
び
し
言
の
葉
の
闇
に
失
せ
た
り
夏
の
夜
白
む	

諸
岡
ふ
じ
枝（
結
佐
）

園
児
ら
が
チ
ョ
ー
ク
で
絵
を
描
く
黒
板
に
象
も
麒
麟
も
い
き
い
き
遊
ぶ	

小
泉
實（
福
田
）

摩
文
仁
の
丘
乙
女
ら
自
決
の
洞
窟
に
焼
け
し
岩
肌
さ
び
色
に
し
て	

柴
崎
文
子（
町
田
）

百
合
の
花
抱
え
る
友
の
訪
ね
来
て
わ
が
家
の
玄
関
初
夏
を
粧
う	

根
本
邦
子（
押
砂
）

人
の
世
を
そ
こ
そ
こ
生
き
て
八
十
餘　

余
算
の
山
の
路
の
険
し
も	

諸
岡
静
江（
伊
佐
部
）

関
東
の
か
の
大
地
震
に
座
禅
組
み
死
を
迎
へ
け
り
母
の
大
叔
父	

板
橋
道
子（
福
田
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鎌
倉
・
円
覚
寺
の
僧
坊
に
て
）

友
招
く
プ
ラ
ン
を
練
り
て
逸は
や

る
気
を
ボ
ー
ド
に
た
た
く
指
の
弾
み
て	

吉
田
多
嘉
子（
伊
佐
部
）

▲古渡城跡

▲浮島城跡
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防災・おぶ・稲敷　　稲敷市消防団 第1方面隊　　本部員８名・分団員414名

広報へのご意見を！　
市民のみなさんのご意
見、ご提案を今後の編
集に反映していきたい
と思います。

編集後記　
▽「くらしと情報」にも掲載致しましたが、11月号より広報紙が区長配布に戻ります。区長さ
ん方には、またお世話になりますが、よろしくお願い致します。（i）　▽ゴールデンゴールズが大
会で好成績を収めています。これからも応援をよろしくお願いします。（栗）　▽運動会のシーズ
ンがやってきました。まだまだ暑い日が続きますので、体調には気をつけてください。（O²）

稲敷市消防団は、地域に密着した消防
活動を行うため、79の消防分団が管
轄する区域を江戸崎地区・新利根地区・
桜川地区・東地区の4つの区域に分け、
それぞれ「方面隊」として活動を行っ
ています。
　今回、江戸崎地区（江戸崎中学校区）を
管轄する第1方面隊をご紹介します。
　第1方面隊は、方面隊長を筆頭に本
部員8名と1分団から29分団までで
構成されていて、それぞれの分団には
分団長を中心として9〜20名の分団
員が所属しています。
　消防団が使用する車両は、本部員が

使用する消防指令車、消防バイクに加
え、消防ポンプ自動車4台、小型ポン
プ積載車26台が各分団に装備され、
火災時や夜警、訓練時などに使用され
ています。
　第1方面隊の活動は、市内の全分団
が実施する夏期訓練、秋期訓練、出初
め式、夜警などのほかに、霞ヶ浦水防
訓練や小学校区単位の分団による合同
訓練、毎月の水利や機械器具点検、花
火大会での警戒活動などを実施し、災
害時に備えています。
　また、火災などの時には市内の隣接
区域はもとより、美浦村や牛久市、龍

ケ崎市へも応援出動しています。
　今年度においては、第18分団（花指

区）が10月23日に桜川庁舎で開催さ
れる「消防ポンプ操法競技大会」へ稲
敷市代表として出場するため、9名と
いう少ない団員数ながらも江戸崎消防
署の指導のもと、本部員や近隣分団の
協力を得て、6月から厳しい練習を重
ねています。それぞれ仕事が終わった
後の夜間の練習ですが、地元開催とい
うこともあり、全員が一丸となって取
り組んでいます。みなさんの応援をよ
ろしくお願いします。

▲第1方面隊本部員と各分団長


